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く
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あ
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が
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。

た
く
さ
ん
の
募
金
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
敬
称
略
、順
不
同
）

皆
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
一
部
抜
粋
）
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秋の検診団派遣のためのご支援のお願い

教育の現場で伝えるチェルノブイリ
～北九州市立石峯中での授業報告～

連載第3回：
ベラルーシ、ミンスクのＮＧＯ「コンフィデンス」

理事長交代のごあいさつ

「のぞみ21」　ステパンさん訃報

新事務所ごあんない

事務局日誌より　主な活動報告

会員さん紹介コーナー

募金者のお名前とメッセージ

●
事
務
所
が
近
く
に
な
っ
て
嬉
し
い
で
す
。暑
く
な
り
ま
す
。皆
さ

ま
、
お
気
を
つ
け
て
。●
い
つ
も
通
信
を
送
っ
て
下
さ
り
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。●
こ
れ
か
ら
も
支
援
を
少
し
で
す
が
続
け
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
ま
す
。●
新
住
所
で
の
御
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま

す
。●
わ
ず
か
な
が
ら
祈
り
と
共
に
。●
み
な
さ
ん
の
お
役
に
少
し

で
も
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。●
さ
さ
や
か
な
幸
せ
が
続
く
こ
と

を
願
い
つ
つ
…
●
の
ぞ
み
21
が
継
続
で
き
る
よ
う
に
と
願
っ
て
い

ま
す
。●
い
つ
も
気
持
ち
だ
け
で
す
が
、
活
動
応
援
し
て
い
ま
す
！

●
健
康
を
、
美
し
く
安
全
な
地
球
を
と
り
も
ど
そ
う
!!
●
小
さ
く

と
も
希
望
の
光
と
な
り
ま
す
よ
う
に
！
●
細
々
と
応
援
し
て
い
ま

す
！
●
同
じ
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む
な
ら
、
協
力
出
来
る
方
を
と
思
い
。

●
核
の
被
害
は
終
わ
り
が
な
く
、
心
に
も
体
に
も
深
い
傷
を
残
し

ま
す
ね
。●
幸
せ
す
ぎ
る
日
本
。で
も
心
は
ど
ち
ら
が
豊
か
な
の
だ

ろ
う
と
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。頑
張
っ
て
下
さ
い
ね
。●
わ
ず
か
ば

か
り
で
す
が
、
少
し
で
も
お
役
に
立
て
る
と
う
れ
し
い
で
す
。●
核

の
な
い
平
和
な
世
界
が
訪
れ
ま
す
よ
う
に
！
頑
張
っ
て
下
さ
い
。●

可
愛
い
マ
ト
リ
ョ
ー
シ
カ
、
大
事
に
し
ま
す
！
●
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

の
方
々
の
健
康
と
心
お
だ
や
か
に
暮
ら
せ
る
日
が
く
る
事
を
祈
っ

て
ま
す
。●
こ
れ
以
上
、
地
球
と
そ
こ
に
住
む
生
き
物
を
傷
付
け
な

い
た
め
に
、
さ
さ
や
か
で
す
が
協
力
さ
せ
て
下
さ
い
。●
子
供
達
の

明
る
い
未
来
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。●
22
年
前
、私
は
19
歳
で
し
た
。

今
、
2
児
の
母
で
す
。苦
し
ん
で
い
る
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
子
ど
も

達
を
想
う
と
涙
が
あ
ふ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

編
集
後
記
　
職
場
や
自
宅
も
離
れ
た
二
人
が
編
集
担
当
で
、
な
か
な

か
打
合
せ
も
ま
ま
な
ら
な
い
中
、
メ
ー
ル
の
活
用
で
何
と
か
無
事
発
行

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
編
集
担
当
だ
っ
た
矢
野
さ
ん
の
苦
労
の一部
が

分
か
り
ま
し
た
。
今
年
の
検
診
も
少
な
い
資
金
か
ら
の
派
遣
で
す
。一

層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
Ｍ
．Ｋ
）

子どもたちの笑顔を未来につなぐために…（2006年  首都ミンスクでの国際会議にて）

特集：点から線、線から面へ…  広がる専門家交流と活かされる支援
　　　ビテフスク州立内分泌診療所　タチアナ医師に聞く

　チェルノブイリ医療支援ネットワークは、チェルノブイリ原発事故で被災した人々のために、

現地から求められる医療支援を行います。

　この活動を通して、日本とベラルーシの人々の心と心のつながりを深めます。
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荒
木
潔
枝  

三
根
麻
理
子  

有
末
あ
け
み  

沖
・
前
田
・
中
西
・
渡

辺  

佐
竹
早
苗  

斉
藤
美
代
子  

長
棟
か
お
る  

大
城
り
か  

室
屋

芳
乃  

岡
本
順
子  

橋
本
直
子  

松
尾
満
子  

江
野
幸
子  

立
石
肇  

引
田
良
子  

淀
川
良
子  

金
山
涼
子  

大
久
保
仲
子  

武
田
孝
子  

岸
川
美
好  

中
村
照
子  

森
川
キ
ミ
エ  

宇
都
宮
裕
子  

隅
田
三
和  

大
山
静
香  

立
石
千
絵  

田
中
宮
二
子  

金
只
律
子  

西
井
え
り
な  

土
持
秀
男
・
由
利
子
・
朱
加  

川
口
房
子  

川
原
登
喜
の  

松
本
美

佐
子  

深
堀
ミ
チ
子  

坂
中
浩
子  

太
田
昌
子  

村
上
和
代  

水
落

靖
子  

平
田
美
恵
子  

古
賀
え
み
子  

森
澤
恵
子  

め
ぐ
み
保
育
園

職
員
一同  

古
賀
輝
洋  

北
野
溥  

上
野
三
佳
子  

神
田
有
希
子  

山

中
陽
子  

大
中
百
合  

川
久
保
美
和
子  

相
川
靖  

大
崎
知
恵  

大

谷
正
穂  

大
場
満  

河
上
雅
夫  

工
藤
メ
グ
ミ  

後
藤
順
子  

佐
藤
進

一  

サ
ト
ウ
矯
正
歯
科
ク
リ
ニッ
ク  

庄
籠
道
子  

竹
田
恵
子  

中
村
洋

子  

永
野
隆
文  

野
村
啓
子  

樋
水
昭
宏
・
カ
ツ
子  

宮
崎
宏
之  

山

口
郁
代  

礒
道
綾
子  

梅
野
千
枝
子  

清
原
美
津
子  

佐
藤
久
美  

財
津
悠
子  

塩
田
伸
子  

白
浜
千
恵
子  

平
笙
子  

坪
山
美
由
紀  

鳥
原
良
子  

永
江
之
子  

野
中
孝
子  

平
島
憬
子  

廣
松
初
美  

日

置
美
穂
子  

松
尾
智
恵
子  

水
本
敬
子  

山
田
美
佐
子  

大
渕
恵
津

子  

緒
方
晶
子  

落
石
久
子  

古
賀
千
種  

定
村
洋
子  

永
井
雄
作  

納
富
育
代  

村
西
美
由
紀  

森
悠
子  

案
浦
小
百
合  

祝
喜
代
子  

里
見
照
子  

中
村
幸
枝  

松
本
素
子  

三
野
桂
子  

村
田
聡
子  

善

光
寺
・
青
木
敬
子  

佐
藤
照
子  

荒
牧
裕
見
子  

冨
永
峰
子  

保
元

内
科
ク
リ
ニッ
ク
理
事
長 

保
元
徳
宏  

平
原
久
子  

黒
岩
英
子    

覚

正
寺  

上
村
匠
子  

チ
ェル
ノ
ブ
イ
リ
支
援
串
木
野
の
会
・
藤
田
は
つ

ほ  

和
田
豊
美  

稲
田
照
子  

永
野
沙
智
子  

渡
辺
幸
之
新  

吉
田

久
美
子  

金
竹
明
美  

延
壽
富
美  

林
裕
之  

橋
本
照
子  

鶴
田
光

子    

渡
辺
広
子  

桜
井
美
喜
子  

前
田
祐
子  

前
田
靖
子  

井
本
豊

子  

伊
藤
ま
ゆ
み  

冨
永
和
子  

前
田
育
子  

石
本
祥
二
郎  

青
島
顕  

楠
凡
之  

福
井
初
子  

佐
藤
一江  

加
茂
康
子  

永
田
篤
子  

倉
橋
道

子    

高
山
幸
子  

榎
本
み
つ
枝  

松
尾
博
文  

坪
川
裕
子  

江
藤
俊
一  

明
道
守
弘  

丸
山
小
よ
り  

た
か
は
し
小
児
科
医
院  

紙
森
優
子  

永
尾
ゆ
か
り  

珍
部
千
鳥  

赤
木
沙
荏
子  

立
木
敏
枝  

堀
晶
子  

中
原
範
子  

青
木
裕
司  

岡
野
祐
子  

亀
川
早
苗  

内
野
希
和
美  

岩
口
香
織  

丹
羽
道
代  

松
下
裕
子  

キ
ー
プ
自
然
学
校  

福
間
由

紀
子  

種
和
子  

後
藤
宇
企
子  

高
山
知
佐
子  

藤
本
孝
子  

新
田

靖
子  

大
庭
由
美
子  

田
代
純
子  

田
中
京
子  

大
町
友
穐  

安
平

純  

吉
田
千
佳
子  

富
永
隆
史  

山
下
君
子  

古
賀
芳
子  

山
本
亮

輔  

友
景
忍  

片
岡
八
重
子  

有
川
恭
子  

清
水
悦
子  

楢
崎
悦
子  

蘇
木
淳
子  

川
尻
愛
子  

江
口
都
世
子  

山
本
敬
子  

佐
方
肇
子  

松
井
晴
美  

坂
口
馨
子  

高
木
ま
り  

坂
本
ヒ
ロ
子  

L
I
F
E
＆

A
R
T 

青
空
・
東
海
林
由
紀  

小
田
美
香  

安
田
由
紀
子  

松
本

美
智
代  

大
麻
卓
子    

礒
本
真
澄  

関
根
敏
子  

荒
武
治
美  

福
壽

淑
子  

中
川
暁
夫  A

leksandrove Polina  

山
岸
実  

長
岡
幸
子  

伊
東
弘
美  

笹
田
伸
恵  

足
立
く
に
こ  

山
田
聖  

久
野
直
子  

有
馬

智
子  

藤
立
悦
子  

津
田
知
枝  

西
上
光
子  

石
野
恵
子  

阿
佐
部

映  

尾
本
由
紀  

武
良
恵
実  

川
上
彰
子  

小
草
悦
子  

松
浦
公
子  

大
庭
き
み
子  

片
岡
み
か  

沖
田
千
鶴
子  

加
賀
君
子  

中
西
裕
子  

藤
本
由
美  

篠
原
美
希
枝  

金
谷
照
美  

中
村
重
美  

笹
井
優
子  

石
田
仁
美  

天
野
由
美
子  

中
垣
光
子  

永
冨
憲
子  

畑
え
り
子  

佐
藤
久
子  

八
木
直
美  

原
田
綾
子  

廣
橋
富
士
枝  

石
崎
正
恵  

安
永
路
子  

山
本
美
代
子  

菅
原
麻
季  

吉
岡
す
み
れ  

菅
根
愛
子  

上
村
郁
代  

浜
島
五
月  

下
畑
浩
美  

森
本
教
子  

佐
々
木
ひ
ろ
み  

前
田
和
義  

前
村
典
子  

井
手
昌
子  

吉
竹
佐
智
江  

岩
崎
郁
代  

輿
水
洋
幸  

本
園
美
智
子  

寒
竹
順
子  

藤
井
千
草  

畠
中
聡
子  

西
田
明
日
香  

内
兼
久
美
由
紀  

赤
坂
ヤ
エ
子  

遠
山
治
仁  

原
田

新
子  

宮
崎
ヒ
ロ
子  

長
瀬
清  

田
代
ト
ヨ
ミ  

服
部
祥
子  

中
村
正

子  

木
村
良
美  

緒
方
勢
子  

榎
本
房
子  

中
村
美
紀  

田
中
美
穂

子  

志
賀
玲
子  

松
田
珠
理  

佐
用
佳
代  

鬼
崎
万
理
子  

有
田
恵

美  

兼
清
な
お
み  

西
開
地
由
美  

古
賀
美
恵
子  

長
尾
知
子  

植

松
久
仁
子  　

 

松
清
子  

小
野
希
素
子  

中
森
和
恵  

宮
本
洋
子  

山
本
弘
美  

瀬
戸
素
子  

宮
地
智
寿
子  

井
本
信
子  

梶
山
の
り
子  

太
田
潤
子  

タ
イ
セ
ン  

ケ
ビ
ン
・
貴
子  

琴
尾
明
子  

荒
井
真
佐
子  

生
田
裕
子  

有
竹
悦
子  

西
川
竹
美    

小
土
井
律
子  

宮
本
千
鶴  

松
本
ミ
ク
子  

大
野
登
世
美  

杉
本
幸
康  

上
田
美
穂
子  

野
田
昭

子  

小
野
富
子  

福
田
多
加
子  

服
部
佳
子  

松
尾
晴
子  

小
石
靖

代  

緒
方
君
江  

前
田
博
子  

谷
川
永
治
郎    

井
手
尾
益
美  

遠
山

富
士
子  

是
松
洋
子  

古
賀
聡
子  

小
関
浩
子  

吉
田
陽
子  

浅
田

聖
子  

渡
辺
久
美
子  

甲
斐
誠
子  

森
崎
志
津
子  

永
田
真
由
美  

後
藤
輝
美  

唐
見
由
美  

井
上
喜
代
子  

林
茉
莉
子  

工
房
フ
ラ
ワ
ー

ズ  

山
口
み
ゆ
き  

原
田
ツ
ヨ
子  

金
子
幸
夫  

梅
根
武  

山
崎
さ
お

り  

松
岡
和
子  

林
留
美  

児
玉
佐
喜
子  

チ
ェル
ノ
ブ
イ
リ
友
の
会  

英
空
寺  

宮
西
い
づ
み  （
財
）
福
岡
Y
W
C
A    

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ

生
活
協
同
組
合
お
お
い
た  

広
河
隆
一写
真
展
事
務
局  

な
お
み
の
会

共
同
作
業
所
喫
茶
廻
音  

筑
豊
互
助
会  

チ
ェル
ノ
ブ
イ
リ
友
の
会
伏

見
台 

菊
池
順
子  

桑
山
道
子  

柳
楽
翼  

N
P
O
法
人
じ
ゃ
が
い
も

の
お
う
ち

（
2
0
0
8
年
5
月
1
日
〜
7
月
31
日
ま
で
に
募
金
を
し
て
下
さ

っ
た
方
、
な
ら
び
に
「
の
ぞ
み
21
」
雑
貨
・
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
支

援
コ
ー
ヒ
ー
・
紅
茶
の
購
入
を
通
じ
て
活
動
を
支
援
し
て
下
さ
っ

た
方
で
す
。
通
信
に
お
名
前
を
紹
介
す
る
こ
と
を
許
可
い
た
だ
い

た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
）

■「
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
通
信
」
が
置
い
て
あ
る
と
こ
ろ
（
順
不
同
）。

▽（
財
）福
岡
国
際
交
流
協
会
▽（
財
）北
九
州
国
際
交
流
協
会
▽（
特

活
）
N
G
O
福
岡
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
▽（
特
活
）
名
古
屋
N
G
O
セ
ン
タ

ー
▽（
財
）
福
岡
県
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
▽
福
岡
Y
W
C
A
▽
国
際

協
力
プ
ラ
ザ
（
東
京
都
文
京
区
）▽（
特
活
）
関
西
国
際
交
流
団
体

協
議
会
▽
福
岡
市
N
P
O
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
セ
ン
タ
ー
あ
す
み
ん

▽
国
立
長
崎
原
爆
死
没
者
追
悼
平
和
祈
念
館
▽
日
田
市
人
権
情
報

セ
ン
タ
ー
▽
北
九
州
市
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
▽

K
A
L
A
S
H
（
福
岡
県
）（
中
間
店
・
小
倉
店
）▽
キ
ー
プ
自
然

学
校
（
山
梨
県
北
杜
市
）▽
ほ
っ
と
は
う
す
（
熊
本
県
水
俣
市
）▽
あ

る
が
ま
ま
舎
（
大
分
県
玖
珠
郡
）▽
ベ
ラ
ル
ー
シ
の
台
所
（
東
京
都
港

区
）

■
以
下
N
E
W
！

▽
順
（
東
京
都
中
央
区
）▽
企
業
組
合
エコ
ネ
ッ
ト
み
な
ま
た
（
熊
本

県
水
俣
市
）▽
久
留
米
市
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
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　今年6月30日～7月11日、放射線被爆者医療国際協力推進協議会
（HICARE：ハイケア）の研修事業により、ベラルーシ北部のビテフ
スクからタチアナ医師が広島を訪れた。
　ビテフスクは、2004年秋にチェルノブイリ医療支援ネットワークの
検診団が訪れた町である。タチアナ医師は、州立内分泌診療所スタッ
フとしてこの時の検診に参加していた。日本とブレストの検診チーム
との交流は、医療対策が遅れがちなビテフスクにとって、医療技術や
検診システムを学ぶまたとない機会として歓迎され、日本からビテフ
スク州立内分泌診療所へ高性能のエコーが贈呈された。
　今回のタチアナ医師の研修では、広島大学や広島赤十字・原爆病
院、広島甲状腺クリニック等での連日の研修を行い、国内では学ぶこ
とのできない医療現場の技術に触れる機会を得た。
　研修期間中、タチアナ医師を訪ね、チェルノブイリ事故当時の様子
や2004年に実施した検診のその後について、お話を伺った。

ビ
テ
フ
ス
ク
州
立
内
分
泌
診
療
所

　タ
チ
ア
ナ
医
師
に
聞
く

ビ
テ
フ
ス
ク
州
立
内
分
泌
診
療
所

超
音
波
検
査
室
室
長

タ
チ
ア
ナ
・
ニ
コ
ラ
エ
ブ
ナ
・
ボ
ス
コ
ボ
イ
ニ
コ
バ
さ
ん（
47
）

広
が
る
専
門
家
交
流
と
活
か
さ
れ
る
支
援

点
か
ら
線
、線
か
ら
面
へ･･･
点
か
ら
線
、線
か
ら
面
へ･･･

特 集

ミンスク

ビテフスク

ブレスト
ストーリン地区

ラトビア

リトアニア

ウクライナ

ポ
ー
ラ
ン
ド

チェルノブイリ

チェルノブイリ支援の広がり
･･･点から線へ、線から面へ･･･

ロシア

◆ビテフスク州では･･･
非汚染州での甲状腺ガン検診
を行うため、2004年10月に
初めて訪問。ブレストからも医
師らが応援に駆けつけ、２つの
州と日本との合同検診を実
施。その後、ブレストの医師た
ちの高い医療技術と検診シス
テムを見本に、ビテフスクでも
甲状腺ガ
ンの検診
システム
を立ち上
げた。日
本から贈
呈された
新型エコ
ーも大活
躍中。

■
汚
染
地
か
ら
の
移
住
者
の
健
康
問
題

　
ビ
テ
フ
ス
ク
州
は
、
放
射
能
に
汚
染
さ
れ

て
い
な
い
「
ク
リ
ー
ン
な
州
」
と
さ
れ
て
い

ま
す
。「
ク
リ
ー
ン
な
州
」
で
あ
る
た
め
、

政
府
か
ら
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
関
連
の
医
療
政

策
は
あ
ま
り
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ブ
レ
ス

ト
の
よ
う
に
、
国
際
赤
十
字
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
支

援
を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

非
汚
染
地
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
汚
染
地
か
ら

多
く
の
避
難
住
民
が
移
住
し
ま
し
た
。
ビ
テ

フ
ス
ク
州
内
に
は
、
農
村
部
を
中
心
に

2
2
、
0
0
0
人
の
移
住
者
が
暮
ら
し
て
い

ま
す
。
農
村
部
で
は
医
療
が
遅
れ
て
い
る
の

が
現
状
で
、
病
院
も
遠
く
検
診
に
行
く
機
会

も
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
、
汚
染
地
か

ら
の
移
住
者
の
間
で
は
、「
自
己
免
疫
性
甲

状
腺
炎
」
が
多
く
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
２
０
０
４
年
の
検
診
の
そ
の
後

　
2
0
0
4
年
10
月
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
医

療
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
検
診
は
、
私

た
ち
に
と
っ
て
貴
重
な
機
会
で
し
た
。
日
本

か
ら
の
検
診
団
訪
問
に
よ
っ
て
、
日
本
や
ブ

レ
ス
ト
州
の
優
れ
た
専
門
家
と
交
流
し
、
学

び
の
機
会
を
得
た
こ
と
は
何
よ
り
も
喜
ば
し

い
出
来
事
で
し
た
。
日
本
は
世
界
的
に
も
高

い
医
療
技
術
を
持
っ
て
い
ま
す
し
、
そ
の
日

本
の
医
師
や
市
民
グ
ル
ー
プ
と
連
携
し
て
い

る
ブ
レ
ス
ト
州
の
専
門
家
の
噂
は
、
私
た
ち

も
耳
に
し
て
い
ま
し
た
。
彼
ら
優
秀
な
ス

タ
ッ
フ
と
、
甲
状
腺
ガ
ン
発
見
の
た
め
の
高

い
技
術
は
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
国
内
で
も
高
く
評

価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
2
0
0
4
年
の
皆
さ
ん
の
訪
問
を
き
っ
か

け
に
、
私
た
ち
も
国
内
で
の
交
流
を
進
め
、

甲
状
腺
ガ
ン
検
診
技
術
を
高
め
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
ア
ル
ツ
ー
ル
医
師
（
ブ

レ
ス
ト
州
内
分
泌
診
療
所
所
長
、
国
際
赤
十

字
移
動
検
診
チ
ー
ム
）
を
ビ
テ
フ
ス
ク
へ
呼

び
、
私
た
ち
医
療
ス
タ
ッ
フ
で
の
研
修
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

■
日
本
か
ら
の
エ
コ
ー
に
よ
り
高

度
な
検
診
が
可
能
に

　
ま
た
、
こ
の
時
に
日
本
の
皆
さ
ん

か
ら
届
い
た
超
音
波
診
断
装
置
（
エ

コ
ー
）「
日
立EU

B ̶ 405E

」
と
吸

引
穿
刺
セ
ッ
ト
の
お
か
げ
で
、
現
在

わ
た
し
た
ち
の
ビ
テ
フ
ス
ク
州
立
内

分
泌
診
療
所
で
吸
引
穿
刺
を
行
う
こ

と
が
で
き
て
い
ま
す
。
以
前
使
っ
て

い
た
エ
コ
ー
は
古
く
、
解
像
度
が
低

い
た
め
に
、
2
〜
3
㎝

の
腫
瘍
を
、
触
診
で
吸

引
穿
刺
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
れ
が
今
で
は
、

わ
ず
か
2
〜
3
㎜
の
腫

瘍
で
も
、
エ
コ
ー
ガ
イ

ド
下
で
正
確
に
吸
引
穿
刺
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
本
当
に
す
ば
ら
し
い

こ
と
で
す
。
日
本
の
皆
さ
ん
か

ら
の
善
意
に
、
改
め
て
感
謝
し

ま
す
。

■
不
足
す
る
医
療
器
具
も

　
い
ろ
い
ろ
と
課
題
も
あ
り
ま

す
。

　
私
の
部
署
に
は
、
一
日
に
30

人
ほ
ど
の
患
者
が
診
察
に
来
ま

す
。
そ
の
約
半
数
は
、
正
確
な

診
断
を
受
け
る
た
め
に
吸
引
穿

刺
が
必
要
で
す
。
15
人
ほ
ど
に

毎
日
吸
引
穿
刺
を
す
る
わ
け
で
す
が
、
カ
プ

ラ
ー
（
エ
コ
ー
ガ
イ
ド
下
で
吸
引
穿
刺
す
る

た
め
に
プ
ロ
ー
ブ
・
触
探
子
に
つ
け
る
）
は

現
在
2
個
し
か
な
く
、
診
察
が
終
わ
る
度
に

急
い
で
消
毒
を
し
て
使
い
回
し
て
い
ま
す
。

カ
プ
ラ
ー
は
優
先
度
が
高
く
、
で
き
れ
ば
、

5
〜
10
個
ほ
ど
あ
れ
ば
、
効
率
的
に
吸
引
穿

刺
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
汚
染
地
か
ら

の
移
住
者
や
患
者
の
命
を
一
人
で
も
多
く
救

え
る
よ
う
、「
甲
状
腺
ガ
ン
の
早
期
発
見
・

治
療
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
は
、
大
変
重
要
な

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
のH

ICA
RE

に
よ
る
広
島
で
の
研
修

は
、
毎
日
が
ハ
ー
ド
な
も
の
で
し
た
が
、
非

常
に
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
日
本
か

■
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
当
時
の
こ
と

　
1
9
6
1
年
7
月
17
日
に
ブ
レ
ス
ト
州

の
バ
ラ
ノ
ビ
ッ
チ
市
で
生
ま
れ
、
今
年
で

47
歳
に
な
り
ま
す
。

　
1
9
7
8
年
に
ビ
テ
フ
ス
ク
州
の
ビ
テ

フ
ス
ク
医
科
大
学
に
進
学
し
、
結
婚
し
ま

し
た
。
1
9
8
4
年
、
軍
医
だ
っ
た
夫
の

転
勤
で
バ
ラ
ノ
ビ
ッ
チ
市
に
戻
り
、

1
9
8
7
年
ま
で
市
内
の
病
院
に
一
般
勤

務
医
と
し
て
勤
務
し
ま
し
た
。

　
1
9
8
6
年
4
月
26
日
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
原
発
事
故
の
こ
と
を
、
よ
く
覚
え
て

い
ま
す
。
当
時
私
た
ち
が
住
ん
で
い
た
バ

ラ
ノ
ビ
ッ
チ
市
は
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
か

ら
百
数
十
キ
ロ
北
西
に
あ
り
、
お
腹
の
中

に
は
妊
娠
一
ヶ
月
の
長
男
が
い
ま
し
た
。

事
故
に
つ
い
て
、
翌
日
報
道
が
あ
り
ま
し

た
が
、
ご
く
簡
単
な
内
容
で
し
た
。
事
故

翌
日
に
、
バ
ラ
ノ
ビ
ッ
チ
市
で
に
わ
か
雨

が
降
り
、
確
か
に
「
黄
色
い
雨
」
だ
っ
た

こ
と
を
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。

■
子
ど
も
の
健
康
が
い
つ
も
気
が
か
り

　
妊
娠
中
だ
っ
た
た
め
、
赤
ち
ゃ
ん
の
健

康
に
つ
い
て
心
配
し
ま
し
た
。
い
つ
も
放

射
能
の
影
響
を
心
配
し
、
何
度
も
医
療
専

門
家
に
相
談
し
、
検
診
を
受
け
ま
し
た
。

翌
年
1
月
、
無
事
に
長
男
を
出
産
し
た
時

に
は
、
そ
れ
ま
で
の
不
安
が
一
切
吹
き
飛

ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
数
年
後
、
汚
染
地
で
「
小
児

な
っ
て
い
ま
す
。
モ
ス
ク
ワ
で
法
律
を
学

ん
で
い
ま
す
が
、
健
康
に
つ
い
て
の
不
安

は
い
つ
も
胸
に
あ
り
ま
す
。
定
期
検
診
だ

け
は
き
ち
ん
と
受
け
る
よ
う
、
母
親
と
し

て
、
医
師
と
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
ま

す
。

 

甲
状
腺
ガ
ン
」
が

多
発
し
て
い
る
こ

と
が
報
道
さ
れ
始

め
ま
し
た
。
再
び

長
男
の
健
康
が
不

安
に
な
り
、
い
つ

も
検
診
を
受
け
さ

せ
て
き
ま
し
た
。

幸
い
に
し
て
そ
の

後
健
康
に
成
長

し
、
現
在
は
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故

と
同
じ
、
22
歳
に

研
修
中
の
タ
チ
ア
ナ
医
師

◆ブレスト州では･･･
2002年、州立内分泌診療所、
国際赤十字移動検診チームと
共に日本・ベラルーシ合同の甲
状腺ガン検診プロジェクトの拠
点に。ガンの早期発見・診断に
欠かせない吸引穿刺と細胞診
の技術習得と、エコーや顕微
鏡、検査試薬など、汚染地の医
療拠点施設としての充実を図っ
てきた。現在では、国内随一の
高い診断技術を持ち、さらに多
くの医師育成が期待されている。

◆ストーリン地区では･･･
1997～2001年までの、検診
プロジェクトの最初の拠点。多
くの患者がいながらも、ガン検
診技術と設備が不足している
中で、首都ミンスク及び州都ブ
レスト市の医療機関との連携と
現地医師育成、医療機器整備に
着手。基本的な検診の流れがで
き、医師が育成された。2006年
に再訪しフォローアップと検診
を実施。現在はブレスト州立内
分泌診療所の検診によってカ
バーしている。

◆国内やウクライナでは･･･
ブレスト州のパートナーであるブレ
スト州立内分泌診療所（国際赤十字
移動検診チームを兼務）の医師は、甲
状腺ガン検診・診断技術を教えるこ
とで州内の他地区の医師育成に取り
組み始めた。また、ゴメリ州、ウクライ
ナ共和国ジトミール市で活動する、同
じ移動検診チームにも伝え、高い技
術を持つ新たな医師らが育成されつ
つある。

◆首都ミンスクでは･･･
検診団訪問に合わせ、10番病
院や医学再教育センター主催
のシンポジウムを毎年開催。
全国から専門医が学ぶ研修の
機会となっている。

皆さんと一緒にまいた小
さな種が、現在それぞれに
育ち始めています。

し
ゅ
よ
う

広島甲状腺クリニックのカラーエコーを興味深く調べる

ら
検
診
に
来
て
下
さ
っ
た
後
の
4
年
間
が
、
ま
る
で
こ
の
2

週
間
に
ぎ
ゅ
っ
と
濃
縮
さ
れ
た
よ
う
な
密
度
で
し
た
。
ま
た

帰
国
し
て
か
ら
周
囲
の
医
師
た
ち
と
経
験
や
知
識
を
共
有
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
病
院
と
患
者
を
代
表
し
て
、
も
う
一
度
心
か
ら
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
医
療
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
日
本
の
皆
さ
ん
と
、
今
後
も
長
い
友
情
の
糸
で
結
ば
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。（
談
）

甲状腺ガンの手術を見学するタチアナ医師

　
い
つ
も
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
困
難
の
中
に
生
き
る
被

災
者
へ
の
支
援
を
お
寄
せ
下
さ
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
今
号
の
特
集
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
被
災
者
を
救
う
私
た
ち
の
小
さ
な
取
組
み
は
、
日
本

と
ベ
ラ
ル
ー
シ
の
多
く
の
市
民
と
医
療
関
係
者
に
支
え
ら

れ
て
、
少
し
ず
つ
芽
を
出
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
今
年
10
月
に
は
、
ブ
レ
ス
ト
で
の
甲
状
腺
ガ
ン
と
乳
ガ

ン
検
診
を
行
う
、
検
診
団
派
遣
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
計
画
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
甲
状
腺
ガ
ン
検
診
は
、
日
本
の

技
術
を
現
地
に
伝
え
る
と
い
う
面
で
は
高
い
成
果
を
上
げ

つ
つ
あ
り
ま
す
。
日
本
の
医
師
に
よ
る
と
、
ブ
レ
ス
ト
州

立
内
分
泌
診
療
所
の
ア
ル
ツ
ー
ル
医
師
の
吸
引
穿
刺
技
術

は
、
す
で
に
日
本
の
医
師
と
同
等
か
そ
れ
を
上
回
る
ほ
ど

だ
と
い
う
、
う
れ
し
い
評
価
を
受
け
る
ま
で
に
な
り
ま
し

た
。
今
回
か
ら
始
め
る
乳
ガ
ン
検
診
は
、
こ
れ
ま
で
日
本

か
ら
寄
贈
さ
れ
た
超
音
波
診
断
装
置
（
エ
コ
ー
）
を
活
用

し
、甲
状
腺
検
診
と
並
行
し
て
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
甲
状
腺
ガ
ン
・
乳
ガ
ン
検
診
を
実
施
す
る
た
め
、

日
本
医
科
大
学
の
医
師
や
検
査
技
師
、
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
参
加
い
た
だ
く
予
定
で
す
。
加
え
て
、
２
０
０
４
年

に
ビ
テ
フ
ス
ク
州
で
行
っ
た
59
名
の
検
診
の
結
果
を
確
か

め
る
た
め
、
広
島
の
医
師
に
も
参
加
い
た
だ
く
予
定
で

す
。
特
集
記
事
に
あ
る
タ
チ
ア
ナ
医
師
も
参
加
し
た
４
年

前
の
検
診
は
、
汚
染
地
で
あ
る
ブ
レ
ス
ト
州
ス
ト
ー
リ
ン

地
区
、
ブ
レ
ス
ト
市
と
非
汚
染
地
の
ビ
テ
フ
ス
ク
市
の

デ
ー
タ
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
甲
状
腺
が
放
射
能

に
よ
り
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
た
か
の
科
学
的
な
裏
付

け
を
と
る
こ
と
も
目
的
の
一
つ
で
し
た
。
検
診
結
果
の
概

要
は
患
者
へ
伝
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
よ
り
詳
細
な
細
胞
診

の
結
果
を
出
す
時
間
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
の
検

診
で
は
、
武
市
宣
雄
医
師
を
中
心
に
こ
の
時
の
結
果
を
確

認
し
、
そ
の
内
容
を
日
本
へ
持
ち
帰
り
、
最
終
的
に
報
告

書
に
ま
と
め
る
予
定
で
す
。

　
放
射
能
と
ガ
ン
な
ど
の
病
気
と
の
関
係
は
非
常
に
複
雑

で
、
こ
の
よ
う
な
総
合
的
な
調
査
は
ま
だ
誰
も
行
っ
て
い

ま
せ
ん
。「
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
」
が
甲
状
腺
に
ど
の
よ
う

な
影
響
を
与
え
た
か
の
総
合
的
な
報
告
を
ま
と
め
る
こ
と

で
、
病
気
の
傾
向
が
分
か
り
、
多
く
の
被
災
者
の
命
を
救

う
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
私
た
ち
市
民
グ
ル
ー
プ
は

専
門
家
と
協
力
し
、
検
診
を
行
う
だ
け
で
は
な
く
、
総
合

的
な
結
果
を
ま
と
め
る
と
い
う
、
世
界
中
で
初
め
て
の
取

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
遠
く
ベ
ラ
ル
ー
シ
ま
で
の
検
診
団
の
派
遣
に
は
、
多
く

の
費
用
が
必
要
で
す
。
医
療
支
援
や
現
地
N
G
O
支
援
を

含
め
、
今
年
の
検
診
団
派
遣
に
は
、
皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
カ
ン
パ
か
ら
、
お
よ
そ
4
3
0
万
円
の
予
算
を
組
ん

で
い
ま
す
。
し
か
し
、
現
在
の
と
こ
ろ
目
標
金
額
ま
で
及

ば
す
、
こ
の
ま
ま
で
は
予
定
通
り
検
診
団
派
遣
を
す
る
こ

と
が
難
し
い
状
況
で
す
。

　
日
頃
か
ら
様
々
な
形
で
ご
支
援
下
さ
っ
て
い
る
皆
さ
ま

に
、
通
信
で
こ
の
よ
う
な
お
願
い
を
差
し
上
げ
る
こ
と

を
、
ど
う
ぞ
お
許
し
下
さ
い
。
こ
れ
ま
で
活
動
を
支
え
て

き
た
助
成
金
に
は
、
事
故
か
ら
の
長
い
時
間
の
経
過
な
ど

を
理
由
に
廃
止
さ
れ
る
も
の
も
あ
り
、
皆
さ
ま
か
ら
の
ご

寄
付
が
よ
り
一
層
の
拠
り
所
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
医
療
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
他
の

N
G
O
に
比
べ
、
大
変
多
く
の
方
が
そ
れ
ぞ
れ
の
気
持
ち

を
持
ち
寄
っ
て
支
え
て
い
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ま
か
ら
お
預
か
り
し
た
ご
寄
付
を
意
義
の
あ
る
活
動

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（理

事
／
河
上
雅
夫
）

目標金額まであと100万円！目標金額まであと 100万円！
秋の検診団派遣のためのご支援のお願い秋の検診団派遣のためのご支援のお願い

　【2008年秋の検診団派遣　予算】　※現時点での概算です
　■医療支援
　　ビテフスク州立内分泌診療所（カプラー6～8個）　約15万円
　　ブレスト州立内分泌診療所（検査試薬、医療機材）　約20万円
　　10番病院（検査試薬、医療機材）　約20万円　
　■検診車「雪だるま2号」維持費　1500ドル
　■現地NGO等支援
　　コンフィデンス運営費　900ドル
　　のぞみ21運営費　約25万円
　■のぞみ21雑貨仕入れ・送料　4500ドル
　■ベラルーシ側スタッフ人件費・通信費　1200ドル
　■派遣旅費　約250万円　
　　交通費、保険料、物資運送費、ビザ申請費、現地滞在費、
　　通訳謝礼等を含む
　■その他雑費　約2万円

派遣に必要な
目標金額まであと

100万円
【郵便払込口座】
　０１７７０－１－６５３２８
　NPO法人
　チェルノブイリ医療支援ネットワーク
　※コンビニ振込、e-bank、ゆうちょ自動引落し等も
　　あります。ぜひご利用下さい。詳しくは事務局まで。
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　今年6月30日～7月11日、放射線被爆者医療国際協力推進協議会
（HICARE：ハイケア）の研修事業により、ベラルーシ北部のビテフ
スクからタチアナ医師が広島を訪れた。
　ビテフスクは、2004年秋にチェルノブイリ医療支援ネットワークの
検診団が訪れた町である。タチアナ医師は、州立内分泌診療所スタッ
フとしてこの時の検診に参加していた。日本とブレストの検診チーム
との交流は、医療対策が遅れがちなビテフスクにとって、医療技術や
検診システムを学ぶまたとない機会として歓迎され、日本からビテフ
スク州立内分泌診療所へ高性能のエコーが贈呈された。
　今回のタチアナ医師の研修では、広島大学や広島赤十字・原爆病
院、広島甲状腺クリニック等での連日の研修を行い、国内では学ぶこ
とのできない医療現場の技術に触れる機会を得た。
　研修期間中、タチアナ医師を訪ね、チェルノブイリ事故当時の様子
や2004年に実施した検診のその後について、お話を伺った。

ビ
テ
フ
ス
ク
州
立
内
分
泌
診
療
所

　タ
チ
ア
ナ
医
師
に
聞
く

ビ
テ
フ
ス
ク
州
立
内
分
泌
診
療
所

超
音
波
検
査
室
室
長

タ
チ
ア
ナ
・
ニ
コ
ラ
エ
ブ
ナ
・
ボ
ス
コ
ボ
イ
ニ
コ
バ
さ
ん（
47
）

広
が
る
専
門
家
交
流
と
活
か
さ
れ
る
支
援

点
か
ら
線
、線
か
ら
面
へ･･･

点
か
ら
線
、線
か
ら
面
へ･･･

特 集

ミンスク

ビテフスク

ブレスト
ストーリン地区

ラトビア

リトアニア

ウクライナ

ポ
ー
ラ
ン
ド

チェルノブイリ

チェルノブイリ支援の広がり
･･･点から線へ、線から面へ･･･

ロシア

◆ビテフスク州では･･･
非汚染州での甲状腺ガン検診
を行うため、2004年10月に
初めて訪問。ブレストからも医
師らが応援に駆けつけ、２つの
州と日本との合同検診を実
施。その後、ブレストの医師た
ちの高い医療技術と検診シス
テムを見本に、ビテフスクでも
甲状腺ガ
ンの検診
システム
を立ち上
げた。日
本から贈
呈された
新型エコ
ーも大活
躍中。

■
汚
染
地
か
ら
の
移
住
者
の
健
康
問
題

　
ビ
テ
フ
ス
ク
州
は
、
放
射
能
に
汚
染
さ
れ

て
い
な
い
「
ク
リ
ー
ン
な
州
」
と
さ
れ
て
い

ま
す
。「
ク
リ
ー
ン
な
州
」
で
あ
る
た
め
、

政
府
か
ら
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
関
連
の
医
療
政

策
は
あ
ま
り
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ブ
レ
ス

ト
の
よ
う
に
、
国
際
赤
十
字
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
支

援
を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

非
汚
染
地
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
汚
染
地
か
ら

多
く
の
避
難
住
民
が
移
住
し
ま
し
た
。
ビ
テ

フ
ス
ク
州
内
に
は
、
農
村
部
を
中
心
に

2
2
、
0
0
0
人
の
移
住
者
が
暮
ら
し
て
い

ま
す
。
農
村
部
で
は
医
療
が
遅
れ
て
い
る
の

が
現
状
で
、
病
院
も
遠
く
検
診
に
行
く
機
会

も
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
、
汚
染
地
か

ら
の
移
住
者
の
間
で
は
、「
自
己
免
疫
性
甲

状
腺
炎
」
が
多
く
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
２
０
０
４
年
の
検
診
の
そ
の
後

　
2
0
0
4
年
10
月
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
医

療
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
検
診
は
、
私

た
ち
に
と
っ
て
貴
重
な
機
会
で
し
た
。
日
本

か
ら
の
検
診
団
訪
問
に
よ
っ
て
、
日
本
や
ブ

レ
ス
ト
州
の
優
れ
た
専
門
家
と
交
流
し
、
学

び
の
機
会
を
得
た
こ
と
は
何
よ
り
も
喜
ば
し

い
出
来
事
で
し
た
。
日
本
は
世
界
的
に
も
高

い
医
療
技
術
を
持
っ
て
い
ま
す
し
、
そ
の
日

本
の
医
師
や
市
民
グ
ル
ー
プ
と
連
携
し
て
い

る
ブ
レ
ス
ト
州
の
専
門
家
の
噂
は
、
私
た
ち

も
耳
に
し
て
い
ま
し
た
。
彼
ら
優
秀
な
ス

タ
ッ
フ
と
、
甲
状
腺
ガ
ン
発
見
の
た
め
の
高

い
技
術
は
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
国
内
で
も
高
く
評

価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
2
0
0
4
年
の
皆
さ
ん
の
訪
問
を
き
っ
か

け
に
、
私
た
ち
も
国
内
で
の
交
流
を
進
め
、

甲
状
腺
ガ
ン
検
診
技
術
を
高
め
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
ア
ル
ツ
ー
ル
医
師
（
ブ

レ
ス
ト
州
内
分
泌
診
療
所
所
長
、
国
際
赤
十

字
移
動
検
診
チ
ー
ム
）
を
ビ
テ
フ
ス
ク
へ
呼

び
、
私
た
ち
医
療
ス
タ
ッ
フ
で
の
研
修
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

■
日
本
か
ら
の
エ
コ
ー
に
よ
り
高

度
な
検
診
が
可
能
に

　
ま
た
、
こ
の
時
に
日
本
の
皆
さ
ん

か
ら
届
い
た
超
音
波
診
断
装
置
（
エ

コ
ー
）「
日
立EU

B ̶ 405E

」
と
吸

引
穿
刺
セ
ッ
ト
の
お
か
げ
で
、
現
在

わ
た
し
た
ち
の
ビ
テ
フ
ス
ク
州
立
内

分
泌
診
療
所
で
吸
引
穿
刺
を
行
う
こ

と
が
で
き
て
い
ま
す
。
以
前
使
っ
て

い
た
エ
コ
ー
は
古
く
、
解
像
度
が
低

い
た
め
に
、
2
〜
3
㎝

の
腫
瘍
を
、
触
診
で
吸

引
穿
刺
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
れ
が
今
で
は
、

わ
ず
か
2
〜
3
㎜
の
腫

瘍
で
も
、
エ
コ
ー
ガ
イ

ド
下
で
正
確
に
吸
引
穿
刺
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
本
当
に
す
ば
ら
し
い

こ
と
で
す
。
日
本
の
皆
さ
ん
か

ら
の
善
意
に
、
改
め
て
感
謝
し

ま
す
。

■
不
足
す
る
医
療
器
具
も

　
い
ろ
い
ろ
と
課
題
も
あ
り
ま

す
。

　
私
の
部
署
に
は
、
一
日
に
30

人
ほ
ど
の
患
者
が
診
察
に
来
ま

す
。
そ
の
約
半
数
は
、
正
確
な

診
断
を
受
け
る
た
め
に
吸
引
穿

刺
が
必
要
で
す
。
15
人
ほ
ど
に

毎
日
吸
引
穿
刺
を
す
る
わ
け
で
す
が
、
カ
プ

ラ
ー
（
エ
コ
ー
ガ
イ
ド
下
で
吸
引
穿
刺
す
る

た
め
に
プ
ロ
ー
ブ
・
触
探
子
に
つ
け
る
）
は

現
在
2
個
し
か
な
く
、
診
察
が
終
わ
る
度
に

急
い
で
消
毒
を
し
て
使
い
回
し
て
い
ま
す
。

カ
プ
ラ
ー
は
優
先
度
が
高
く
、
で
き
れ
ば
、

5
〜
10
個
ほ
ど
あ
れ
ば
、
効
率
的
に
吸
引
穿

刺
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
汚
染
地
か
ら

の
移
住
者
や
患
者
の
命
を
一
人
で
も
多
く
救

え
る
よ
う
、「
甲
状
腺
ガ
ン
の
早
期
発
見
・

治
療
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
は
、
大
変
重
要
な

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
のH

ICA
RE

に
よ
る
広
島
で
の
研
修

は
、
毎
日
が
ハ
ー
ド
な
も
の
で
し
た
が
、
非

常
に
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
日
本
か

■
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
当
時
の
こ
と

　
1
9
6
1
年
7
月
17
日
に
ブ
レ
ス
ト
州

の
バ
ラ
ノ
ビ
ッ
チ
市
で
生
ま
れ
、
今
年
で

47
歳
に
な
り
ま
す
。

　
1
9
7
8
年
に
ビ
テ
フ
ス
ク
州
の
ビ
テ

フ
ス
ク
医
科
大
学
に
進
学
し
、
結
婚
し
ま

し
た
。
1
9
8
4
年
、
軍
医
だ
っ
た
夫
の

転
勤
で
バ
ラ
ノ
ビ
ッ
チ
市
に
戻
り
、

1
9
8
7
年
ま
で
市
内
の
病
院
に
一
般
勤

務
医
と
し
て
勤
務
し
ま
し
た
。

　
1
9
8
6
年
4
月
26
日
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
原
発
事
故
の
こ
と
を
、
よ
く
覚
え
て

い
ま
す
。
当
時
私
た
ち
が
住
ん
で
い
た
バ

ラ
ノ
ビ
ッ
チ
市
は
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
か

ら
百
数
十
キ
ロ
北
西
に
あ
り
、
お
腹
の
中

に
は
妊
娠
一
ヶ
月
の
長
男
が
い
ま
し
た
。

事
故
に
つ
い
て
、
翌
日
報
道
が
あ
り
ま
し

た
が
、
ご
く
簡
単
な
内
容
で
し
た
。
事
故

翌
日
に
、
バ
ラ
ノ
ビ
ッ
チ
市
で
に
わ
か
雨

が
降
り
、
確
か
に
「
黄
色
い
雨
」
だ
っ
た

こ
と
を
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。

■
子
ど
も
の
健
康
が
い
つ
も
気
が
か
り

　
妊
娠
中
だ
っ
た
た
め
、
赤
ち
ゃ
ん
の
健

康
に
つ
い
て
心
配
し
ま
し
た
。
い
つ
も
放

射
能
の
影
響
を
心
配
し
、
何
度
も
医
療
専

門
家
に
相
談
し
、
検
診
を
受
け
ま
し
た
。

翌
年
1
月
、
無
事
に
長
男
を
出
産
し
た
時

に
は
、
そ
れ
ま
で
の
不
安
が
一
切
吹
き
飛

ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
数
年
後
、
汚
染
地
で
「
小
児

な
っ
て
い
ま
す
。
モ
ス
ク
ワ
で
法
律
を
学

ん
で
い
ま
す
が
、
健
康
に
つ
い
て
の
不
安

は
い
つ
も
胸
に
あ
り
ま
す
。
定
期
検
診
だ

け
は
き
ち
ん
と
受
け
る
よ
う
、
母
親
と
し

て
、
医
師
と
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
ま

す
。

 

甲
状
腺
ガ
ン
」
が

多
発
し
て
い
る
こ

と
が
報
道
さ
れ
始

め
ま
し
た
。
再
び

長
男
の
健
康
が
不

安
に
な
り
、
い
つ

も
検
診
を
受
け
さ

せ
て
き
ま
し
た
。

幸
い
に
し
て
そ
の

後
健
康
に
成
長

し
、
現
在
は
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故

と
同
じ
、
22
歳
に

研
修
中
の
タ
チ
ア
ナ
医
師

◆ブレスト州では･･･
2002年、州立内分泌診療所、
国際赤十字移動検診チームと
共に日本・ベラルーシ合同の甲
状腺ガン検診プロジェクトの拠
点に。ガンの早期発見・診断に
欠かせない吸引穿刺と細胞診
の技術習得と、エコーや顕微
鏡、検査試薬など、汚染地の医
療拠点施設としての充実を図っ
てきた。現在では、国内随一の
高い診断技術を持ち、さらに多
くの医師育成が期待されている。

◆ストーリン地区では･･･
1997～2001年までの、検診
プロジェクトの最初の拠点。多
くの患者がいながらも、ガン検
診技術と設備が不足している
中で、首都ミンスク及び州都ブ
レスト市の医療機関との連携と
現地医師育成、医療機器整備に
着手。基本的な検診の流れがで
き、医師が育成された。2006年
に再訪しフォローアップと検診
を実施。現在はブレスト州立内
分泌診療所の検診によってカ
バーしている。

◆国内やウクライナでは･･･
ブレスト州のパートナーであるブレ
スト州立内分泌診療所（国際赤十字
移動検診チームを兼務）の医師は、甲
状腺ガン検診・診断技術を教えるこ
とで州内の他地区の医師育成に取り
組み始めた。また、ゴメリ州、ウクライ
ナ共和国ジトミール市で活動する、同
じ移動検診チームにも伝え、高い技
術を持つ新たな医師らが育成されつ
つある。

◆首都ミンスクでは･･･
検診団訪問に合わせ、10番病
院や医学再教育センター主催
のシンポジウムを毎年開催。
全国から専門医が学ぶ研修の
機会となっている。

皆さんと一緒にまいた小
さな種が、現在それぞれに
育ち始めています。

し
ゅ
よ
う

広島甲状腺クリニックのカラーエコーを興味深く調べる

ら
検
診
に
来
て
下
さ
っ
た
後
の
4
年
間
が
、
ま
る
で
こ
の
2

週
間
に
ぎ
ゅ
っ
と
濃
縮
さ
れ
た
よ
う
な
密
度
で
し
た
。
ま
た

帰
国
し
て
か
ら
周
囲
の
医
師
た
ち
と
経
験
や
知
識
を
共
有
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
病
院
と
患
者
を
代
表
し
て
、
も
う
一
度
心
か
ら
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
医
療
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
日
本
の
皆
さ
ん
と
、
今
後
も
長
い
友
情
の
糸
で
結
ば
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。（
談
）

甲状腺ガンの手術を見学するタチアナ医師

　
い
つ
も
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
困
難
の
中
に
生
き
る
被

災
者
へ
の
支
援
を
お
寄
せ
下
さ
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
今
号
の
特
集
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
被
災
者
を
救
う
私
た
ち
の
小
さ
な
取
組
み
は
、
日
本

と
ベ
ラ
ル
ー
シ
の
多
く
の
市
民
と
医
療
関
係
者
に
支
え
ら

れ
て
、
少
し
ず
つ
芽
を
出
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
今
年
10
月
に
は
、
ブ
レ
ス
ト
で
の
甲
状
腺
ガ
ン
と
乳
ガ

ン
検
診
を
行
う
、
検
診
団
派
遣
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
計
画
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
甲
状
腺
ガ
ン
検
診
は
、
日
本
の

技
術
を
現
地
に
伝
え
る
と
い
う
面
で
は
高
い
成
果
を
上
げ

つ
つ
あ
り
ま
す
。
日
本
の
医
師
に
よ
る
と
、
ブ
レ
ス
ト
州

立
内
分
泌
診
療
所
の
ア
ル
ツ
ー
ル
医
師
の
吸
引
穿
刺
技
術

は
、
す
で
に
日
本
の
医
師
と
同
等
か
そ
れ
を
上
回
る
ほ
ど

だ
と
い
う
、
う
れ
し
い
評
価
を
受
け
る
ま
で
に
な
り
ま
し

た
。
今
回
か
ら
始
め
る
乳
ガ
ン
検
診
は
、
こ
れ
ま
で
日
本

か
ら
寄
贈
さ
れ
た
超
音
波
診
断
装
置
（
エ
コ
ー
）
を
活
用

し
、甲
状
腺
検
診
と
並
行
し
て
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
甲
状
腺
ガ
ン
・
乳
ガ
ン
検
診
を
実
施
す
る
た
め
、

日
本
医
科
大
学
の
医
師
や
検
査
技
師
、
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
参
加
い
た
だ
く
予
定
で
す
。
加
え
て
、
２
０
０
４
年

に
ビ
テ
フ
ス
ク
州
で
行
っ
た
59
名
の
検
診
の
結
果
を
確
か

め
る
た
め
、
広
島
の
医
師
に
も
参
加
い
た
だ
く
予
定
で

す
。
特
集
記
事
に
あ
る
タ
チ
ア
ナ
医
師
も
参
加
し
た
４
年

前
の
検
診
は
、
汚
染
地
で
あ
る
ブ
レ
ス
ト
州
ス
ト
ー
リ
ン

地
区
、
ブ
レ
ス
ト
市
と
非
汚
染
地
の
ビ
テ
フ
ス
ク
市
の

デ
ー
タ
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
甲
状
腺
が
放
射
能

に
よ
り
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
た
か
の
科
学
的
な
裏
付

け
を
と
る
こ
と
も
目
的
の
一
つ
で
し
た
。
検
診
結
果
の
概

要
は
患
者
へ
伝
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
よ
り
詳
細
な
細
胞
診

の
結
果
を
出
す
時
間
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
の
検

診
で
は
、
武
市
宣
雄
医
師
を
中
心
に
こ
の
時
の
結
果
を
確

認
し
、
そ
の
内
容
を
日
本
へ
持
ち
帰
り
、
最
終
的
に
報
告

書
に
ま
と
め
る
予
定
で
す
。

　
放
射
能
と
ガ
ン
な
ど
の
病
気
と
の
関
係
は
非
常
に
複
雑

で
、
こ
の
よ
う
な
総
合
的
な
調
査
は
ま
だ
誰
も
行
っ
て
い

ま
せ
ん
。「
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
」
が
甲
状
腺
に
ど
の
よ
う

な
影
響
を
与
え
た
か
の
総
合
的
な
報
告
を
ま
と
め
る
こ
と

で
、
病
気
の
傾
向
が
分
か
り
、
多
く
の
被
災
者
の
命
を
救

う
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
私
た
ち
市
民
グ
ル
ー
プ
は

専
門
家
と
協
力
し
、
検
診
を
行
う
だ
け
で
は
な
く
、
総
合

的
な
結
果
を
ま
と
め
る
と
い
う
、
世
界
中
で
初
め
て
の
取

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
遠
く
ベ
ラ
ル
ー
シ
ま
で
の
検
診
団
の
派
遣
に
は
、
多
く

の
費
用
が
必
要
で
す
。
医
療
支
援
や
現
地
N
G
O
支
援
を

含
め
、
今
年
の
検
診
団
派
遣
に
は
、
皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
カ
ン
パ
か
ら
、
お
よ
そ
4
3
0
万
円
の
予
算
を
組
ん

で
い
ま
す
。
し
か
し
、
現
在
の
と
こ
ろ
目
標
金
額
ま
で
及

ば
す
、
こ
の
ま
ま
で
は
予
定
通
り
検
診
団
派
遣
を
す
る
こ

と
が
難
し
い
状
況
で
す
。

　
日
頃
か
ら
様
々
な
形
で
ご
支
援
下
さ
っ
て
い
る
皆
さ
ま

に
、
通
信
で
こ
の
よ
う
な
お
願
い
を
差
し
上
げ
る
こ
と

を
、
ど
う
ぞ
お
許
し
下
さ
い
。
こ
れ
ま
で
活
動
を
支
え
て

き
た
助
成
金
に
は
、
事
故
か
ら
の
長
い
時
間
の
経
過
な
ど

を
理
由
に
廃
止
さ
れ
る
も
の
も
あ
り
、
皆
さ
ま
か
ら
の
ご

寄
付
が
よ
り
一
層
の
拠
り
所
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
医
療
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
他
の

N
G
O
に
比
べ
、
大
変
多
く
の
方
が
そ
れ
ぞ
れ
の
気
持
ち

を
持
ち
寄
っ
て
支
え
て
い
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ま
か
ら
お
預
か
り
し
た
ご
寄
付
を
意
義
の
あ
る
活
動

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（理

事
／
河
上
雅
夫
）

目標金額まであと100万円！目標金額まであと 100万円！
秋の検診団派遣のためのご支援のお願い秋の検診団派遣のためのご支援のお願い

　【2008年秋の検診団派遣　予算】　※現時点での概算です
　■医療支援
　　ビテフスク州立内分泌診療所（カプラー6～8個）　約15万円
　　ブレスト州立内分泌診療所（検査試薬、医療機材）　約20万円
　　10番病院（検査試薬、医療機材）　約20万円　
　■検診車「雪だるま2号」維持費　1500ドル
　■現地NGO等支援
　　コンフィデンス運営費　900ドル
　　のぞみ21運営費　約25万円
　■のぞみ21雑貨仕入れ・送料　4500ドル
　■ベラルーシ側スタッフ人件費・通信費　1200ドル
　■派遣旅費　約250万円　
　　交通費、保険料、物資運送費、ビザ申請費、現地滞在費、
　　通訳謝礼等を含む
　■その他雑費　約2万円

派遣に必要な
目標金額まであと

100万円
【郵便払込口座】
　０１７７０－１－６５３２８
　NPO法人
　チェルノブイリ医療支援ネットワーク
　※コンビニ振込、e-bank、ゆうちょ自動引落し等も
　　あります。ぜひご利用下さい。詳しくは事務局まで。
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　今年6月30日～7月11日、放射線被爆者医療国際協力推進協議会
（HICARE：ハイケア）の研修事業により、ベラルーシ北部のビテフ
スクからタチアナ医師が広島を訪れた。
　ビテフスクは、2004年秋にチェルノブイリ医療支援ネットワークの
検診団が訪れた町である。タチアナ医師は、州立内分泌診療所スタッ
フとしてこの時の検診に参加していた。日本とブレストの検診チーム
との交流は、医療対策が遅れがちなビテフスクにとって、医療技術や
検診システムを学ぶまたとない機会として歓迎され、日本からビテフ
スク州立内分泌診療所へ高性能のエコーが贈呈された。
　今回のタチアナ医師の研修では、広島大学や広島赤十字・原爆病
院、広島甲状腺クリニック等での連日の研修を行い、国内では学ぶこ
とのできない医療現場の技術に触れる機会を得た。
　研修期間中、タチアナ医師を訪ね、チェルノブイリ事故当時の様子
や2004年に実施した検診のその後について、お話を伺った。

ビ
テ
フ
ス
ク
州
立
内
分
泌
診
療
所

　タ
チ
ア
ナ
医
師
に
聞
く

ビ
テ
フ
ス
ク
州
立
内
分
泌
診
療
所

超
音
波
検
査
室
室
長

タ
チ
ア
ナ
・
ニ
コ
ラ
エ
ブ
ナ
・
ボ
ス
コ
ボ
イ
ニ
コ
バ
さ
ん（
47
）

広
が
る
専
門
家
交
流
と
活
か
さ
れ
る
支
援

点
か
ら
線
、線
か
ら
面
へ･･･

点
か
ら
線
、線
か
ら
面
へ･･･

特 集

ミンスク

ビテフスク

ブレスト
ストーリン地区

ラトビア

リトアニア

ウクライナ

ポ
ー
ラ
ン
ド

チェルノブイリ

チェルノブイリ支援の広がり
･･･点から線へ、線から面へ･･･

ロシア

◆ビテフスク州では･･･
非汚染州での甲状腺ガン検診
を行うため、2004年10月に
初めて訪問。ブレストからも医
師らが応援に駆けつけ、２つの
州と日本との合同検診を実
施。その後、ブレストの医師た
ちの高い医療技術と検診シス
テムを見本に、ビテフスクでも
甲状腺ガ
ンの検診
システム
を立ち上
げた。日
本から贈
呈された
新型エコ
ーも大活
躍中。

■
汚
染
地
か
ら
の
移
住
者
の
健
康
問
題

　
ビ
テ
フ
ス
ク
州
は
、
放
射
能
に
汚
染
さ
れ

て
い
な
い
「
ク
リ
ー
ン
な
州
」
と
さ
れ
て
い

ま
す
。「
ク
リ
ー
ン
な
州
」
で
あ
る
た
め
、

政
府
か
ら
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
関
連
の
医
療
政

策
は
あ
ま
り
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ブ
レ
ス

ト
の
よ
う
に
、
国
際
赤
十
字
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
支

援
を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

非
汚
染
地
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
汚
染
地
か
ら

多
く
の
避
難
住
民
が
移
住
し
ま
し
た
。
ビ
テ

フ
ス
ク
州
内
に
は
、
農
村
部
を
中
心
に

2
2
、
0
0
0
人
の
移
住
者
が
暮
ら
し
て
い

ま
す
。
農
村
部
で
は
医
療
が
遅
れ
て
い
る
の

が
現
状
で
、
病
院
も
遠
く
検
診
に
行
く
機
会

も
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
、
汚
染
地
か

ら
の
移
住
者
の
間
で
は
、「
自
己
免
疫
性
甲

状
腺
炎
」
が
多
く
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
２
０
０
４
年
の
検
診
の
そ
の
後

　
2
0
0
4
年
10
月
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
医

療
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
検
診
は
、
私

た
ち
に
と
っ
て
貴
重
な
機
会
で
し
た
。
日
本

か
ら
の
検
診
団
訪
問
に
よ
っ
て
、
日
本
や
ブ

レ
ス
ト
州
の
優
れ
た
専
門
家
と
交
流
し
、
学

び
の
機
会
を
得
た
こ
と
は
何
よ
り
も
喜
ば
し

い
出
来
事
で
し
た
。
日
本
は
世
界
的
に
も
高

い
医
療
技
術
を
持
っ
て
い
ま
す
し
、
そ
の
日

本
の
医
師
や
市
民
グ
ル
ー
プ
と
連
携
し
て
い

る
ブ
レ
ス
ト
州
の
専
門
家
の
噂
は
、
私
た
ち

も
耳
に
し
て
い
ま
し
た
。
彼
ら
優
秀
な
ス

タ
ッ
フ
と
、
甲
状
腺
ガ
ン
発
見
の
た
め
の
高

い
技
術
は
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
国
内
で
も
高
く
評

価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
2
0
0
4
年
の
皆
さ
ん
の
訪
問
を
き
っ
か

け
に
、
私
た
ち
も
国
内
で
の
交
流
を
進
め
、

甲
状
腺
ガ
ン
検
診
技
術
を
高
め
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
ア
ル
ツ
ー
ル
医
師
（
ブ

レ
ス
ト
州
内
分
泌
診
療
所
所
長
、
国
際
赤
十

字
移
動
検
診
チ
ー
ム
）
を
ビ
テ
フ
ス
ク
へ
呼

び
、
私
た
ち
医
療
ス
タ
ッ
フ
で
の
研
修
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

■
日
本
か
ら
の
エ
コ
ー
に
よ
り
高

度
な
検
診
が
可
能
に

　
ま
た
、
こ
の
時
に
日
本
の
皆
さ
ん

か
ら
届
い
た
超
音
波
診
断
装
置
（
エ

コ
ー
）「
日
立EU

B ̶ 405E

」
と
吸

引
穿
刺
セ
ッ
ト
の
お
か
げ
で
、
現
在

わ
た
し
た
ち
の
ビ
テ
フ
ス
ク
州
立
内

分
泌
診
療
所
で
吸
引
穿
刺
を
行
う
こ

と
が
で
き
て
い
ま
す
。
以
前
使
っ
て

い
た
エ
コ
ー
は
古
く
、
解
像
度
が
低

い
た
め
に
、
2
〜
3
㎝

の
腫
瘍
を
、
触
診
で
吸

引
穿
刺
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
れ
が
今
で
は
、

わ
ず
か
2
〜
3
㎜
の
腫

瘍
で
も
、
エ
コ
ー
ガ
イ

ド
下
で
正
確
に
吸
引
穿
刺
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
本
当
に
す
ば
ら
し
い

こ
と
で
す
。
日
本
の
皆
さ
ん
か

ら
の
善
意
に
、
改
め
て
感
謝
し

ま
す
。

■
不
足
す
る
医
療
器
具
も

　
い
ろ
い
ろ
と
課
題
も
あ
り
ま

す
。

　
私
の
部
署
に
は
、
一
日
に
30

人
ほ
ど
の
患
者
が
診
察
に
来
ま

す
。
そ
の
約
半
数
は
、
正
確
な

診
断
を
受
け
る
た
め
に
吸
引
穿

刺
が
必
要
で
す
。
15
人
ほ
ど
に

毎
日
吸
引
穿
刺
を
す
る
わ
け
で
す
が
、
カ
プ

ラ
ー
（
エ
コ
ー
ガ
イ
ド
下
で
吸
引
穿
刺
す
る

た
め
に
プ
ロ
ー
ブ
・
触
探
子
に
つ
け
る
）
は

現
在
2
個
し
か
な
く
、
診
察
が
終
わ
る
度
に

急
い
で
消
毒
を
し
て
使
い
回
し
て
い
ま
す
。

カ
プ
ラ
ー
は
優
先
度
が
高
く
、
で
き
れ
ば
、

5
〜
10
個
ほ
ど
あ
れ
ば
、
効
率
的
に
吸
引
穿

刺
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
汚
染
地
か
ら

の
移
住
者
や
患
者
の
命
を
一
人
で
も
多
く
救

え
る
よ
う
、「
甲
状
腺
ガ
ン
の
早
期
発
見
・

治
療
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
は
、
大
変
重
要
な

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
のH

ICA
RE

に
よ
る
広
島
で
の
研
修

は
、
毎
日
が
ハ
ー
ド
な
も
の
で
し
た
が
、
非

常
に
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
日
本
か

■
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
当
時
の
こ
と

　
1
9
6
1
年
7
月
17
日
に
ブ
レ
ス
ト
州

の
バ
ラ
ノ
ビ
ッ
チ
市
で
生
ま
れ
、
今
年
で

47
歳
に
な
り
ま
す
。

　
1
9
7
8
年
に
ビ
テ
フ
ス
ク
州
の
ビ
テ

フ
ス
ク
医
科
大
学
に
進
学
し
、
結
婚
し
ま

し
た
。
1
9
8
4
年
、
軍
医
だ
っ
た
夫
の

転
勤
で
バ
ラ
ノ
ビ
ッ
チ
市
に
戻
り
、

1
9
8
7
年
ま
で
市
内
の
病
院
に
一
般
勤

務
医
と
し
て
勤
務
し
ま
し
た
。

　
1
9
8
6
年
4
月
26
日
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
原
発
事
故
の
こ
と
を
、
よ
く
覚
え
て

い
ま
す
。
当
時
私
た
ち
が
住
ん
で
い
た
バ

ラ
ノ
ビ
ッ
チ
市
は
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
か

ら
百
数
十
キ
ロ
北
西
に
あ
り
、
お
腹
の
中

に
は
妊
娠
一
ヶ
月
の
長
男
が
い
ま
し
た
。

事
故
に
つ
い
て
、
翌
日
報
道
が
あ
り
ま
し

た
が
、
ご
く
簡
単
な
内
容
で
し
た
。
事
故

翌
日
に
、
バ
ラ
ノ
ビ
ッ
チ
市
で
に
わ
か
雨

が
降
り
、
確
か
に
「
黄
色
い
雨
」
だ
っ
た

こ
と
を
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。

■
子
ど
も
の
健
康
が
い
つ
も
気
が
か
り

　
妊
娠
中
だ
っ
た
た
め
、
赤
ち
ゃ
ん
の
健

康
に
つ
い
て
心
配
し
ま
し
た
。
い
つ
も
放

射
能
の
影
響
を
心
配
し
、
何
度
も
医
療
専

門
家
に
相
談
し
、
検
診
を
受
け
ま
し
た
。

翌
年
1
月
、
無
事
に
長
男
を
出
産
し
た
時

に
は
、
そ
れ
ま
で
の
不
安
が
一
切
吹
き
飛

ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
数
年
後
、
汚
染
地
で
「
小
児

な
っ
て
い
ま
す
。
モ
ス
ク
ワ
で
法
律
を
学

ん
で
い
ま
す
が
、
健
康
に
つ
い
て
の
不
安

は
い
つ
も
胸
に
あ
り
ま
す
。
定
期
検
診
だ

け
は
き
ち
ん
と
受
け
る
よ
う
、
母
親
と
し

て
、
医
師
と
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
ま

す
。

 

甲
状
腺
ガ
ン
」
が

多
発
し
て
い
る
こ

と
が
報
道
さ
れ
始

め
ま
し
た
。
再
び

長
男
の
健
康
が
不

安
に
な
り
、
い
つ

も
検
診
を
受
け
さ

せ
て
き
ま
し
た
。

幸
い
に
し
て
そ
の

後
健
康
に
成
長

し
、
現
在
は
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故

と
同
じ
、
22
歳
に

研
修
中
の
タ
チ
ア
ナ
医
師

◆ブレスト州では･･･
2002年、州立内分泌診療所、
国際赤十字移動検診チームと
共に日本・ベラルーシ合同の甲
状腺ガン検診プロジェクトの拠
点に。ガンの早期発見・診断に
欠かせない吸引穿刺と細胞診
の技術習得と、エコーや顕微
鏡、検査試薬など、汚染地の医
療拠点施設としての充実を図っ
てきた。現在では、国内随一の
高い診断技術を持ち、さらに多
くの医師育成が期待されている。

◆ストーリン地区では･･･
1997～2001年までの、検診
プロジェクトの最初の拠点。多
くの患者がいながらも、ガン検
診技術と設備が不足している
中で、首都ミンスク及び州都ブ
レスト市の医療機関との連携と
現地医師育成、医療機器整備に
着手。基本的な検診の流れがで
き、医師が育成された。2006年
に再訪しフォローアップと検診
を実施。現在はブレスト州立内
分泌診療所の検診によってカ
バーしている。

◆国内やウクライナでは･･･
ブレスト州のパートナーであるブレ
スト州立内分泌診療所（国際赤十字
移動検診チームを兼務）の医師は、甲
状腺ガン検診・診断技術を教えるこ
とで州内の他地区の医師育成に取り
組み始めた。また、ゴメリ州、ウクライ
ナ共和国ジトミール市で活動する、同
じ移動検診チームにも伝え、高い技
術を持つ新たな医師らが育成されつ
つある。

◆首都ミンスクでは･･･
検診団訪問に合わせ、10番病
院や医学再教育センター主催
のシンポジウムを毎年開催。
全国から専門医が学ぶ研修の
機会となっている。

皆さんと一緒にまいた小
さな種が、現在それぞれに
育ち始めています。

し
ゅ
よ
う

広島甲状腺クリニックのカラーエコーを興味深く調べる

ら
検
診
に
来
て
下
さ
っ
た
後
の
4
年
間
が
、
ま
る
で
こ
の
2

週
間
に
ぎ
ゅ
っ
と
濃
縮
さ
れ
た
よ
う
な
密
度
で
し
た
。
ま
た

帰
国
し
て
か
ら
周
囲
の
医
師
た
ち
と
経
験
や
知
識
を
共
有
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
病
院
と
患
者
を
代
表
し
て
、
も
う
一
度
心
か
ら
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
医
療
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
日
本
の
皆
さ
ん
と
、
今
後
も
長
い
友
情
の
糸
で
結
ば
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。（
談
）

甲状腺ガンの手術を見学するタチアナ医師

　
い
つ
も
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
困
難
の
中
に
生
き
る
被

災
者
へ
の
支
援
を
お
寄
せ
下
さ
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
今
号
の
特
集
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
被
災
者
を
救
う
私
た
ち
の
小
さ
な
取
組
み
は
、
日
本

と
ベ
ラ
ル
ー
シ
の
多
く
の
市
民
と
医
療
関
係
者
に
支
え
ら

れ
て
、
少
し
ず
つ
芽
を
出
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
今
年
10
月
に
は
、
ブ
レ
ス
ト
で
の
甲
状
腺
ガ
ン
と
乳
ガ

ン
検
診
を
行
う
、
検
診
団
派
遣
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
計
画
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
甲
状
腺
ガ
ン
検
診
は
、
日
本
の

技
術
を
現
地
に
伝
え
る
と
い
う
面
で
は
高
い
成
果
を
上
げ

つ
つ
あ
り
ま
す
。
日
本
の
医
師
に
よ
る
と
、
ブ
レ
ス
ト
州

立
内
分
泌
診
療
所
の
ア
ル
ツ
ー
ル
医
師
の
吸
引
穿
刺
技
術

は
、
す
で
に
日
本
の
医
師
と
同
等
か
そ
れ
を
上
回
る
ほ
ど

だ
と
い
う
、
う
れ
し
い
評
価
を
受
け
る
ま
で
に
な
り
ま
し

た
。
今
回
か
ら
始
め
る
乳
ガ
ン
検
診
は
、
こ
れ
ま
で
日
本

か
ら
寄
贈
さ
れ
た
超
音
波
診
断
装
置
（
エ
コ
ー
）
を
活
用

し
、甲
状
腺
検
診
と
並
行
し
て
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
甲
状
腺
ガ
ン
・
乳
ガ
ン
検
診
を
実
施
す
る
た
め
、

日
本
医
科
大
学
の
医
師
や
検
査
技
師
、
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
参
加
い
た
だ
く
予
定
で
す
。
加
え
て
、
２
０
０
４
年

に
ビ
テ
フ
ス
ク
州
で
行
っ
た
59
名
の
検
診
の
結
果
を
確
か

め
る
た
め
、
広
島
の
医
師
に
も
参
加
い
た
だ
く
予
定
で

す
。
特
集
記
事
に
あ
る
タ
チ
ア
ナ
医
師
も
参
加
し
た
４
年

前
の
検
診
は
、
汚
染
地
で
あ
る
ブ
レ
ス
ト
州
ス
ト
ー
リ
ン

地
区
、
ブ
レ
ス
ト
市
と
非
汚
染
地
の
ビ
テ
フ
ス
ク
市
の

デ
ー
タ
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
甲
状
腺
が
放
射
能

に
よ
り
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
た
か
の
科
学
的
な
裏
付

け
を
と
る
こ
と
も
目
的
の
一
つ
で
し
た
。
検
診
結
果
の
概

要
は
患
者
へ
伝
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
よ
り
詳
細
な
細
胞
診

の
結
果
を
出
す
時
間
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
の
検

診
で
は
、
武
市
宣
雄
医
師
を
中
心
に
こ
の
時
の
結
果
を
確

認
し
、
そ
の
内
容
を
日
本
へ
持
ち
帰
り
、
最
終
的
に
報
告

書
に
ま
と
め
る
予
定
で
す
。

　
放
射
能
と
ガ
ン
な
ど
の
病
気
と
の
関
係
は
非
常
に
複
雑

で
、
こ
の
よ
う
な
総
合
的
な
調
査
は
ま
だ
誰
も
行
っ
て
い

ま
せ
ん
。「
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
」
が
甲
状
腺
に
ど
の
よ
う

な
影
響
を
与
え
た
か
の
総
合
的
な
報
告
を
ま
と
め
る
こ
と

で
、
病
気
の
傾
向
が
分
か
り
、
多
く
の
被
災
者
の
命
を
救

う
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
私
た
ち
市
民
グ
ル
ー
プ
は

専
門
家
と
協
力
し
、
検
診
を
行
う
だ
け
で
は
な
く
、
総
合

的
な
結
果
を
ま
と
め
る
と
い
う
、
世
界
中
で
初
め
て
の
取

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
遠
く
ベ
ラ
ル
ー
シ
ま
で
の
検
診
団
の
派
遣
に
は
、
多
く

の
費
用
が
必
要
で
す
。
医
療
支
援
や
現
地
N
G
O
支
援
を

含
め
、
今
年
の
検
診
団
派
遣
に
は
、
皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
カ
ン
パ
か
ら
、
お
よ
そ
4
3
0
万
円
の
予
算
を
組
ん

で
い
ま
す
。
し
か
し
、
現
在
の
と
こ
ろ
目
標
金
額
ま
で
及

ば
す
、
こ
の
ま
ま
で
は
予
定
通
り
検
診
団
派
遣
を
す
る
こ

と
が
難
し
い
状
況
で
す
。

　
日
頃
か
ら
様
々
な
形
で
ご
支
援
下
さ
っ
て
い
る
皆
さ
ま

に
、
通
信
で
こ
の
よ
う
な
お
願
い
を
差
し
上
げ
る
こ
と

を
、
ど
う
ぞ
お
許
し
下
さ
い
。
こ
れ
ま
で
活
動
を
支
え
て

き
た
助
成
金
に
は
、
事
故
か
ら
の
長
い
時
間
の
経
過
な
ど

を
理
由
に
廃
止
さ
れ
る
も
の
も
あ
り
、
皆
さ
ま
か
ら
の
ご

寄
付
が
よ
り
一
層
の
拠
り
所
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
医
療
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
他
の

N
G
O
に
比
べ
、
大
変
多
く
の
方
が
そ
れ
ぞ
れ
の
気
持
ち

を
持
ち
寄
っ
て
支
え
て
い
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ま
か
ら
お
預
か
り
し
た
ご
寄
付
を
意
義
の
あ
る
活
動

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（理

事
／
河
上
雅
夫
）

目標金額まであと100万円！目標金額まであと 100万円！
秋の検診団派遣のためのご支援のお願い秋の検診団派遣のためのご支援のお願い

　【2008年秋の検診団派遣　予算】　※現時点での概算です
　■医療支援
　　ビテフスク州立内分泌診療所（カプラー6～8個）　約15万円
　　ブレスト州立内分泌診療所（検査試薬、医療機材）　約20万円
　　10番病院（検査試薬、医療機材）　約20万円　
　■検診車「雪だるま2号」維持費　1500ドル
　■現地NGO等支援
　　コンフィデンス運営費　900ドル
　　のぞみ21運営費　約25万円
　■のぞみ21雑貨仕入れ・送料　4500ドル
　■ベラルーシ側スタッフ人件費・通信費　1200ドル
　■派遣旅費　約250万円　
　　交通費、保険料、物資運送費、ビザ申請費、現地滞在費、
　　通訳謝礼等を含む
　■その他雑費　約2万円

派遣に必要な
目標金額まであと

100万円
【郵便払込口座】
　０１７７０－１－６５３２８
　NPO法人
　チェルノブイリ医療支援ネットワーク
　※コンビニ振込、e-bank、ゆうちょ自動引落し等も
　　あります。ぜひご利用下さい。詳しくは事務局まで。
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　今年6月30日～7月11日、放射線被爆者医療国際協力推進協議会
（HICARE：ハイケア）の研修事業により、ベラルーシ北部のビテフ
スクからタチアナ医師が広島を訪れた。
　ビテフスクは、2004年秋にチェルノブイリ医療支援ネットワークの
検診団が訪れた町である。タチアナ医師は、州立内分泌診療所スタッ
フとしてこの時の検診に参加していた。日本とブレストの検診チーム
との交流は、医療対策が遅れがちなビテフスクにとって、医療技術や
検診システムを学ぶまたとない機会として歓迎され、日本からビテフ
スク州立内分泌診療所へ高性能のエコーが贈呈された。
　今回のタチアナ医師の研修では、広島大学や広島赤十字・原爆病
院、広島甲状腺クリニック等での連日の研修を行い、国内では学ぶこ
とのできない医療現場の技術に触れる機会を得た。
　研修期間中、タチアナ医師を訪ね、チェルノブイリ事故当時の様子
や2004年に実施した検診のその後について、お話を伺った。

ビ
テ
フ
ス
ク
州
立
内
分
泌
診
療
所

　タ
チ
ア
ナ
医
師
に
聞
く

ビ
テ
フ
ス
ク
州
立
内
分
泌
診
療
所

超
音
波
検
査
室
室
長

タ
チ
ア
ナ
・
ニ
コ
ラ
エ
ブ
ナ
・
ボ
ス
コ
ボ
イ
ニ
コ
バ
さ
ん（
47
）

広
が
る
専
門
家
交
流
と
活
か
さ
れ
る
支
援

点
か
ら
線
、線
か
ら
面
へ･･･

点
か
ら
線
、線
か
ら
面
へ･･･

特 集

ミンスク

ビテフスク

ブレスト
ストーリン地区

ラトビア

リトアニア

ウクライナ

ポ
ー
ラ
ン
ド

チェルノブイリ

チェルノブイリ支援の広がり
･･･点から線へ、線から面へ･･･

ロシア

◆ビテフスク州では･･･
非汚染州での甲状腺ガン検診
を行うため、2004年10月に
初めて訪問。ブレストからも医
師らが応援に駆けつけ、２つの
州と日本との合同検診を実
施。その後、ブレストの医師た
ちの高い医療技術と検診シス
テムを見本に、ビテフスクでも
甲状腺ガ
ンの検診
システム
を立ち上
げた。日
本から贈
呈された
新型エコ
ーも大活
躍中。

■
汚
染
地
か
ら
の
移
住
者
の
健
康
問
題

　
ビ
テ
フ
ス
ク
州
は
、
放
射
能
に
汚
染
さ
れ

て
い
な
い
「
ク
リ
ー
ン
な
州
」
と
さ
れ
て
い

ま
す
。「
ク
リ
ー
ン
な
州
」
で
あ
る
た
め
、

政
府
か
ら
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
関
連
の
医
療
政

策
は
あ
ま
り
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ブ
レ
ス

ト
の
よ
う
に
、
国
際
赤
十
字
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
支

援
を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

非
汚
染
地
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
汚
染
地
か
ら

多
く
の
避
難
住
民
が
移
住
し
ま
し
た
。
ビ
テ

フ
ス
ク
州
内
に
は
、
農
村
部
を
中
心
に

2
2
、
0
0
0
人
の
移
住
者
が
暮
ら
し
て
い

ま
す
。
農
村
部
で
は
医
療
が
遅
れ
て
い
る
の

が
現
状
で
、
病
院
も
遠
く
検
診
に
行
く
機
会

も
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
、
汚
染
地
か

ら
の
移
住
者
の
間
で
は
、「
自
己
免
疫
性
甲

状
腺
炎
」
が
多
く
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
２
０
０
４
年
の
検
診
の
そ
の
後

　
2
0
0
4
年
10
月
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
医

療
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
検
診
は
、
私

た
ち
に
と
っ
て
貴
重
な
機
会
で
し
た
。
日
本

か
ら
の
検
診
団
訪
問
に
よ
っ
て
、
日
本
や
ブ

レ
ス
ト
州
の
優
れ
た
専
門
家
と
交
流
し
、
学

び
の
機
会
を
得
た
こ
と
は
何
よ
り
も
喜
ば
し

い
出
来
事
で
し
た
。
日
本
は
世
界
的
に
も
高

い
医
療
技
術
を
持
っ
て
い
ま
す
し
、
そ
の
日

本
の
医
師
や
市
民
グ
ル
ー
プ
と
連
携
し
て
い

る
ブ
レ
ス
ト
州
の
専
門
家
の
噂
は
、
私
た
ち

も
耳
に
し
て
い
ま
し
た
。
彼
ら
優
秀
な
ス

タ
ッ
フ
と
、
甲
状
腺
ガ
ン
発
見
の
た
め
の
高

い
技
術
は
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
国
内
で
も
高
く
評

価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
2
0
0
4
年
の
皆
さ
ん
の
訪
問
を
き
っ
か

け
に
、
私
た
ち
も
国
内
で
の
交
流
を
進
め
、

甲
状
腺
ガ
ン
検
診
技
術
を
高
め
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
ア
ル
ツ
ー
ル
医
師
（
ブ

レ
ス
ト
州
内
分
泌
診
療
所
所
長
、
国
際
赤
十

字
移
動
検
診
チ
ー
ム
）
を
ビ
テ
フ
ス
ク
へ
呼

び
、
私
た
ち
医
療
ス
タ
ッ
フ
で
の
研
修
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

■
日
本
か
ら
の
エ
コ
ー
に
よ
り
高

度
な
検
診
が
可
能
に

　
ま
た
、
こ
の
時
に
日
本
の
皆
さ
ん

か
ら
届
い
た
超
音
波
診
断
装
置
（
エ

コ
ー
）「
日
立EU

B ̶ 405E

」
と
吸

引
穿
刺
セ
ッ
ト
の
お
か
げ
で
、
現
在

わ
た
し
た
ち
の
ビ
テ
フ
ス
ク
州
立
内

分
泌
診
療
所
で
吸
引
穿
刺
を
行
う
こ

と
が
で
き
て
い
ま
す
。
以
前
使
っ
て

い
た
エ
コ
ー
は
古
く
、
解
像
度
が
低

い
た
め
に
、
2
〜
3
㎝

の
腫
瘍
を
、
触
診
で
吸

引
穿
刺
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
れ
が
今
で
は
、

わ
ず
か
2
〜
3
㎜
の
腫

瘍
で
も
、
エ
コ
ー
ガ
イ

ド
下
で
正
確
に
吸
引
穿
刺
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
本
当
に
す
ば
ら
し
い

こ
と
で
す
。
日
本
の
皆
さ
ん
か

ら
の
善
意
に
、
改
め
て
感
謝
し

ま
す
。

■
不
足
す
る
医
療
器
具
も

　
い
ろ
い
ろ
と
課
題
も
あ
り
ま

す
。

　
私
の
部
署
に
は
、
一
日
に
30

人
ほ
ど
の
患
者
が
診
察
に
来
ま

す
。
そ
の
約
半
数
は
、
正
確
な

診
断
を
受
け
る
た
め
に
吸
引
穿

刺
が
必
要
で
す
。
15
人
ほ
ど
に

毎
日
吸
引
穿
刺
を
す
る
わ
け
で
す
が
、
カ
プ

ラ
ー
（
エ
コ
ー
ガ
イ
ド
下
で
吸
引
穿
刺
す
る

た
め
に
プ
ロ
ー
ブ
・
触
探
子
に
つ
け
る
）
は

現
在
2
個
し
か
な
く
、
診
察
が
終
わ
る
度
に

急
い
で
消
毒
を
し
て
使
い
回
し
て
い
ま
す
。

カ
プ
ラ
ー
は
優
先
度
が
高
く
、
で
き
れ
ば
、

5
〜
10
個
ほ
ど
あ
れ
ば
、
効
率
的
に
吸
引
穿

刺
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
汚
染
地
か
ら

の
移
住
者
や
患
者
の
命
を
一
人
で
も
多
く
救

え
る
よ
う
、「
甲
状
腺
ガ
ン
の
早
期
発
見
・

治
療
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
は
、
大
変
重
要
な

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
のH

ICA
RE

に
よ
る
広
島
で
の
研
修

は
、
毎
日
が
ハ
ー
ド
な
も
の
で
し
た
が
、
非

常
に
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
日
本
か

■
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故
当
時
の
こ
と

　
1
9
6
1
年
7
月
17
日
に
ブ
レ
ス
ト
州

の
バ
ラ
ノ
ビ
ッ
チ
市
で
生
ま
れ
、
今
年
で

47
歳
に
な
り
ま
す
。

　
1
9
7
8
年
に
ビ
テ
フ
ス
ク
州
の
ビ
テ

フ
ス
ク
医
科
大
学
に
進
学
し
、
結
婚
し
ま

し
た
。
1
9
8
4
年
、
軍
医
だ
っ
た
夫
の

転
勤
で
バ
ラ
ノ
ビ
ッ
チ
市
に
戻
り
、

1
9
8
7
年
ま
で
市
内
の
病
院
に
一
般
勤

務
医
と
し
て
勤
務
し
ま
し
た
。

　
1
9
8
6
年
4
月
26
日
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
原
発
事
故
の
こ
と
を
、
よ
く
覚
え
て

い
ま
す
。
当
時
私
た
ち
が
住
ん
で
い
た
バ

ラ
ノ
ビ
ッ
チ
市
は
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
か

ら
百
数
十
キ
ロ
北
西
に
あ
り
、
お
腹
の
中

に
は
妊
娠
一
ヶ
月
の
長
男
が
い
ま
し
た
。

事
故
に
つ
い
て
、
翌
日
報
道
が
あ
り
ま
し

た
が
、
ご
く
簡
単
な
内
容
で
し
た
。
事
故

翌
日
に
、
バ
ラ
ノ
ビ
ッ
チ
市
で
に
わ
か
雨

が
降
り
、
確
か
に
「
黄
色
い
雨
」
だ
っ
た

こ
と
を
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。

■
子
ど
も
の
健
康
が
い
つ
も
気
が
か
り

　
妊
娠
中
だ
っ
た
た
め
、
赤
ち
ゃ
ん
の
健

康
に
つ
い
て
心
配
し
ま
し
た
。
い
つ
も
放

射
能
の
影
響
を
心
配
し
、
何
度
も
医
療
専

門
家
に
相
談
し
、
検
診
を
受
け
ま
し
た
。

翌
年
1
月
、
無
事
に
長
男
を
出
産
し
た
時

に
は
、
そ
れ
ま
で
の
不
安
が
一
切
吹
き
飛

ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
数
年
後
、
汚
染
地
で
「
小
児

な
っ
て
い
ま
す
。
モ
ス
ク
ワ
で
法
律
を
学

ん
で
い
ま
す
が
、
健
康
に
つ
い
て
の
不
安

は
い
つ
も
胸
に
あ
り
ま
す
。
定
期
検
診
だ

け
は
き
ち
ん
と
受
け
る
よ
う
、
母
親
と
し

て
、
医
師
と
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
ま

す
。

 

甲
状
腺
ガ
ン
」
が

多
発
し
て
い
る
こ

と
が
報
道
さ
れ
始

め
ま
し
た
。
再
び

長
男
の
健
康
が
不

安
に
な
り
、
い
つ

も
検
診
を
受
け
さ

せ
て
き
ま
し
た
。

幸
い
に
し
て
そ
の

後
健
康
に
成
長

し
、
現
在
は
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故

と
同
じ
、
22
歳
に

研
修
中
の
タ
チ
ア
ナ
医
師

◆ブレスト州では･･･
2002年、州立内分泌診療所、
国際赤十字移動検診チームと
共に日本・ベラルーシ合同の甲
状腺ガン検診プロジェクトの拠
点に。ガンの早期発見・診断に
欠かせない吸引穿刺と細胞診
の技術習得と、エコーや顕微
鏡、検査試薬など、汚染地の医
療拠点施設としての充実を図っ
てきた。現在では、国内随一の
高い診断技術を持ち、さらに多
くの医師育成が期待されている。

◆ストーリン地区では･･･
1997～2001年までの、検診
プロジェクトの最初の拠点。多
くの患者がいながらも、ガン検
診技術と設備が不足している
中で、首都ミンスク及び州都ブ
レスト市の医療機関との連携と
現地医師育成、医療機器整備に
着手。基本的な検診の流れがで
き、医師が育成された。2006年
に再訪しフォローアップと検診
を実施。現在はブレスト州立内
分泌診療所の検診によってカ
バーしている。

◆国内やウクライナでは･･･
ブレスト州のパートナーであるブレ
スト州立内分泌診療所（国際赤十字
移動検診チームを兼務）の医師は、甲
状腺ガン検診・診断技術を教えるこ
とで州内の他地区の医師育成に取り
組み始めた。また、ゴメリ州、ウクライ
ナ共和国ジトミール市で活動する、同
じ移動検診チームにも伝え、高い技
術を持つ新たな医師らが育成されつ
つある。

◆首都ミンスクでは･･･
検診団訪問に合わせ、10番病
院や医学再教育センター主催
のシンポジウムを毎年開催。
全国から専門医が学ぶ研修の
機会となっている。

皆さんと一緒にまいた小
さな種が、現在それぞれに
育ち始めています。

し
ゅ
よ
う

広島甲状腺クリニックのカラーエコーを興味深く調べる

ら
検
診
に
来
て
下
さ
っ
た
後
の
4
年
間
が
、
ま
る
で
こ
の
2

週
間
に
ぎ
ゅ
っ
と
濃
縮
さ
れ
た
よ
う
な
密
度
で
し
た
。
ま
た

帰
国
し
て
か
ら
周
囲
の
医
師
た
ち
と
経
験
や
知
識
を
共
有
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
病
院
と
患
者
を
代
表
し
て
、
も
う
一
度
心
か
ら
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
医
療
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
日
本
の
皆
さ
ん
と
、
今
後
も
長
い
友
情
の
糸
で
結
ば
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。（
談
）

甲状腺ガンの手術を見学するタチアナ医師

　
い
つ
も
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
困
難
の
中
に
生
き
る
被

災
者
へ
の
支
援
を
お
寄
せ
下
さ
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
今
号
の
特
集
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
被
災
者
を
救
う
私
た
ち
の
小
さ
な
取
組
み
は
、
日
本

と
ベ
ラ
ル
ー
シ
の
多
く
の
市
民
と
医
療
関
係
者
に
支
え
ら

れ
て
、
少
し
ず
つ
芽
を
出
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
今
年
10
月
に
は
、
ブ
レ
ス
ト
で
の
甲
状
腺
ガ
ン
と
乳
ガ

ン
検
診
を
行
う
、
検
診
団
派
遣
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
計
画
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
甲
状
腺
ガ
ン
検
診
は
、
日
本
の

技
術
を
現
地
に
伝
え
る
と
い
う
面
で
は
高
い
成
果
を
上
げ

つ
つ
あ
り
ま
す
。
日
本
の
医
師
に
よ
る
と
、
ブ
レ
ス
ト
州

立
内
分
泌
診
療
所
の
ア
ル
ツ
ー
ル
医
師
の
吸
引
穿
刺
技
術

は
、
す
で
に
日
本
の
医
師
と
同
等
か
そ
れ
を
上
回
る
ほ
ど

だ
と
い
う
、
う
れ
し
い
評
価
を
受
け
る
ま
で
に
な
り
ま
し

た
。
今
回
か
ら
始
め
る
乳
ガ
ン
検
診
は
、
こ
れ
ま
で
日
本

か
ら
寄
贈
さ
れ
た
超
音
波
診
断
装
置
（
エ
コ
ー
）
を
活
用

し
、甲
状
腺
検
診
と
並
行
し
て
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
甲
状
腺
ガ
ン
・
乳
ガ
ン
検
診
を
実
施
す
る
た
め
、

日
本
医
科
大
学
の
医
師
や
検
査
技
師
、
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
参
加
い
た
だ
く
予
定
で
す
。
加
え
て
、
２
０
０
４
年

に
ビ
テ
フ
ス
ク
州
で
行
っ
た
59
名
の
検
診
の
結
果
を
確
か

め
る
た
め
、
広
島
の
医
師
に
も
参
加
い
た
だ
く
予
定
で

す
。
特
集
記
事
に
あ
る
タ
チ
ア
ナ
医
師
も
参
加
し
た
４
年

前
の
検
診
は
、
汚
染
地
で
あ
る
ブ
レ
ス
ト
州
ス
ト
ー
リ
ン

地
区
、
ブ
レ
ス
ト
市
と
非
汚
染
地
の
ビ
テ
フ
ス
ク
市
の

デ
ー
タ
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
甲
状
腺
が
放
射
能

に
よ
り
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
た
か
の
科
学
的
な
裏
付

け
を
と
る
こ
と
も
目
的
の
一
つ
で
し
た
。
検
診
結
果
の
概

要
は
患
者
へ
伝
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
よ
り
詳
細
な
細
胞
診

の
結
果
を
出
す
時
間
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
の
検

診
で
は
、
武
市
宣
雄
医
師
を
中
心
に
こ
の
時
の
結
果
を
確

認
し
、
そ
の
内
容
を
日
本
へ
持
ち
帰
り
、
最
終
的
に
報
告

書
に
ま
と
め
る
予
定
で
す
。

　
放
射
能
と
ガ
ン
な
ど
の
病
気
と
の
関
係
は
非
常
に
複
雑

で
、
こ
の
よ
う
な
総
合
的
な
調
査
は
ま
だ
誰
も
行
っ
て
い

ま
せ
ん
。「
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
」
が
甲
状
腺
に
ど
の
よ
う

な
影
響
を
与
え
た
か
の
総
合
的
な
報
告
を
ま
と
め
る
こ
と

で
、
病
気
の
傾
向
が
分
か
り
、
多
く
の
被
災
者
の
命
を
救

う
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
私
た
ち
市
民
グ
ル
ー
プ
は

専
門
家
と
協
力
し
、
検
診
を
行
う
だ
け
で
は
な
く
、
総
合

的
な
結
果
を
ま
と
め
る
と
い
う
、
世
界
中
で
初
め
て
の
取

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
遠
く
ベ
ラ
ル
ー
シ
ま
で
の
検
診
団
の
派
遣
に
は
、
多
く

の
費
用
が
必
要
で
す
。
医
療
支
援
や
現
地
N
G
O
支
援
を

含
め
、
今
年
の
検
診
団
派
遣
に
は
、
皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
カ
ン
パ
か
ら
、
お
よ
そ
4
3
0
万
円
の
予
算
を
組
ん

で
い
ま
す
。
し
か
し
、
現
在
の
と
こ
ろ
目
標
金
額
ま
で
及

ば
す
、
こ
の
ま
ま
で
は
予
定
通
り
検
診
団
派
遣
を
す
る
こ

と
が
難
し
い
状
況
で
す
。

　
日
頃
か
ら
様
々
な
形
で
ご
支
援
下
さ
っ
て
い
る
皆
さ
ま

に
、
通
信
で
こ
の
よ
う
な
お
願
い
を
差
し
上
げ
る
こ
と

を
、
ど
う
ぞ
お
許
し
下
さ
い
。
こ
れ
ま
で
活
動
を
支
え
て

き
た
助
成
金
に
は
、
事
故
か
ら
の
長
い
時
間
の
経
過
な
ど

を
理
由
に
廃
止
さ
れ
る
も
の
も
あ
り
、
皆
さ
ま
か
ら
の
ご

寄
付
が
よ
り
一
層
の
拠
り
所
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
医
療
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
他
の

N
G
O
に
比
べ
、
大
変
多
く
の
方
が
そ
れ
ぞ
れ
の
気
持
ち

を
持
ち
寄
っ
て
支
え
て
い
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ま
か
ら
お
預
か
り
し
た
ご
寄
付
を
意
義
の
あ
る
活
動

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（理

事
／
河
上
雅
夫
）

目標金額まであと100万円！目標金額まであと 100万円！
秋の検診団派遣のためのご支援のお願い秋の検診団派遣のためのご支援のお願い

　【2008年秋の検診団派遣　予算】　※現時点での概算です
　■医療支援
　　ビテフスク州立内分泌診療所（カプラー6～8個）　約15万円
　　ブレスト州立内分泌診療所（検査試薬、医療機材）　約20万円
　　10番病院（検査試薬、医療機材）　約20万円　
　■検診車「雪だるま2号」維持費　1500ドル
　■現地NGO等支援
　　コンフィデンス運営費　900ドル
　　のぞみ21運営費　約25万円
　■のぞみ21雑貨仕入れ・送料　4500ドル
　■ベラルーシ側スタッフ人件費・通信費　1200ドル
　■派遣旅費　約250万円　
　　交通費、保険料、物資運送費、ビザ申請費、現地滞在費、
　　通訳謝礼等を含む
　■その他雑費　約2万円

派遣に必要な
目標金額まであと

100万円
【郵便払込口座】
　０１７７０－１－６５３２８
　NPO法人
　チェルノブイリ医療支援ネットワーク
　※コンビニ振込、e-bank、ゆうちょ自動引落し等も
　　あります。ぜひご利用下さい。詳しくは事務局まで。
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教
育
の
現
場
で
伝
え
る
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

〜
北
九
州
市
立
石
峯
中
で
の
授
業
報
告
〜

　北
九
州
市
立
石
峯
中
学
校
で
、
毎
年
一
度
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
医
療
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
講
演
を
す

る
よ
う
に
な
っ
て
5
年
目
に
な
り
ま
す
。
全
校
生
徒
約
2
0
0
人
の
小
さ
な
中
学
校
は
、
洞
海
湾
を
望
む

小
高
い
丘
の
上
に
あ
り
ま
す
。
毎
年
変
わ
る
顔
ぶ
れ
の
生
徒
た
ち
は
、
大
き
く
映
し
出
さ
れ
る
ス
ラ
イ
ド

や
映
像
を
見
な
が
ら
、
初
め
て
聞
く
「
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
」
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
く
れ
ま
す
。

　今
回
は
、
5
月
に
行
っ
た
石
峯
中
で
の
講
演
報
告
と
と
も
に
、
生
徒
た
ち
に
よ
り
深
く
伝
わ
る
よ
う
工

夫
さ
れ
た
授
業
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
 

（
報
告
／
寺
嶋
悠
）

・こんなことがあったなんて知らなかった。他人のためにボランテ
ィアをしようという気持ちがあってすごい。お話を聞いて、私も他
の国の人のために何かしたいと思った。

・身近な人達があの大きな事故に関係してボランティアを行ってい
るんだなと思って感心した。自分のできる範囲まで協力して少し
でも良くなってもらえたらいい、という話もえらいと思った。
・ベラルーシの服がかわいかった。ベラルーシの写真はとてもきれ
いで、原発事故があったなんて想像できなかった。

・チェルノブイリの放射能が日本にまで来ていたとは知らなかった。
22年もたって、あの事故は忘れたくなるような、思い出したくな
い悲劇だけど、だからこそ忘れてはいけないと思った。

・一番印象に残ったことは、子供たちの手術後の傷跡のこと。まだ
小さな女の子が傷跡を見せていた写真だった。傷跡は大きくてと
ても目立ってびっくりした。
・ベラルーシの人は、病気で苦しんでいて暗いと思ったけど、病気
に負けないくらい元気で明るかったのがびっくりした。

・最初、こんな事故起きなければ良かったのにと思った。起きてし
まったことはしょうがないけど、それをすぐみんなに知らせてい
ればもっと対策ができ、大量の死者を出さずに済んだのにと思っ
た。僕も大人になってボランティアや他の人のために何かできる
人になりたい。

・もし私がベラルーシにいたら、甲状腺ガンになっていたかもしれ
ない。それに、ガンになって手術しても、一生薬を飲み続けなけ
ればいけないので大変だと思った。アンナちゃんのお母さん（注：
リュドミラ・ウクラインカさん）は、自分が大きな傷を負った経験
を生かして、カウンセリングをしていてすごいと思った。

・ガンになってでも傷が残っている人のことを聞くと、「昔のこと」
とすませるのではなく、チェルノブイリで苦しむ人に少しでも力に
なれるといいと思った。

・チェルノブイリの子供が書いた絵は、子供が泣いていたり回りの
家が燃えていたりして、すごく苦しかったという思いが伝わってき
た。

・チェルノブイリ事故のことを語り継いでいきたい。
・チェルノブイリで苦しんでいる人のために、少しでも私たちの石峯
中学校が役に立てていると思うととてもうれしい。

石峯中学校1年生の感想ノートから

ベラルーシの民族衣装を着てロシア語で挨拶するクラス委員の皆さん

め
に
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
て
、
ど
ん
な
成

果
が
出
て
い
る
か
、
日
本
で
支
え
る
方
た
ち

の
気
持
ち
、
今
抱
え
て
い
る
課
題
や
今
後
の

展
望
に
つ
い
て
、
ス
ラ
イ
ド
を
交
え
つ
つ
、

で
き
る
だ
け
分
か
り
や
す
く
伝
わ
る
よ
う
、

難
し
い
言
葉
も
平
易
な
言
葉
に
置
き
換
え
な

が
ら
話
し
た
。

　
話
が
終
わ
り
質
問
時
間
に
な
る
と
、
最
初

は
な
か
な
か
手
が
上
が
ら
な
い
。
少
し
話
を

続
け
る
と
、
ぽ
つ
り
、
ぽ
つ
り
と
手
が
上
が

り
始
め
た
。「
今
も
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
は
放
射

能
を
出
し
て
い
る
の
か
」「
こ
の
事
故
は
あ

と
ど
れ
く
ら
い
で
解
決
す
る
の
か
」
な
ど

ま
っ
す
ぐ
な
視
線
で
見
た
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

へ
の
疑
問
も
あ
り
、「
ベ
ラ
ル
ー
シ
に
行
っ
て

一
番
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
何
か
」「
ベ
ラ

ル
ー
シ
に
行
く
と
き
放
射
能
が
怖
く
な
か
っ

た
か
」「
何
人
の
子
ど
も
が
甲
状
腺
ガ
ン
の

手
術
を
受
け
た
か
」「
い
ま
だ
に
ガ
ン
に
な

る
人
は
多
い
の
か
」
と
い
っ
た
ベ
ラ
ル
ー
シ

や
病
気
に
関
す
る
も
の
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

し
て
い
て
大
変
な
こ
と
や
良
か
っ
た
こ
と
は

何
か
」「
な
ぜ
講
演
な
ど
の
活
動
を
し
よ
う

と
思
っ
た
の
か
」「
私
た
ち
が
ベ
ラ
ル
ー
シ

の
人
々
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
」
な

ど
の
質
問
が
出
た
。

■
事
後
学
習
と
し
て
の
補
足
資
料
と
振
り
返
り

　
講
演
終
了
後
に
は
、
別
室
に
展
示
し
て
お

い
た
活
動
写
真
パ
ネ
ル
や
ベ
ラ
ル
ー
シ
の
民

芸
品
な
ど
を
見
学
し
た
。
事
務
局
で
製
作
し

た
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
の
自
然
や
日
常
風
景
、

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
周
辺
の
現
在
の
様

子
、
医
療
支
援
の
現
場
の
写
真
パ
ネ
ル
を
、

木
工
品
な
ど
と
一
緒
に
事
前
に
学
校
に
郵
送

し
、
展
示
の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
て
い

た
だ
い
た
。
教
室
へ
戻
っ
た
あ
と
「
お
話
を

聞
い
て
思
っ
た
こ
と
」「
石
峯
中
の
一
員
と

し
て
、
ど
ん
な
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
で
き

る
か
」
に
つ
い
て
の
感
想
を
書
き
、
授
業
の

振
り
返
り
を
行
っ
た
。

■
授
業
後
に
寄
せ
ら
れ
た
生
徒
の
感
想

　
左
記
に
石
峯
中
の
生
徒
の
皆
さ
ん
の
感
想

を
拾
っ
て
み
る
。
等
身
大
で
受
け
止
め
た
そ

れ
ぞ
れ
の
感
想
に
は
、
読
ん
で
い
て
ハ
ッ
と

さ
せ
ら
れ
る
も
の
も
多
か
っ
た
。
チ
ェ
ル
ノ

ブ
イ
リ
を
自
分
の
身
近
な
も
の
と
し
て
受
け

止
め
、「
も
し
自
分
だ
っ
た
ら
」「
私
に
で
き

る
こ
と
は
何
か
」「
困
っ
て
い
る
人
の
役
に

立
ち
た
い
」
と
広
げ
て
と
ら
え
て
い
る
姿
に
、

こ
の
講
演
で
一
番
伝
え
た
か
っ
た
も
の
が
き

ち
ん
と
届
け
ら
れ
た
の
だ
と
感
じ
た
。
校
長

先
生
や
教
頭
先
生
を
始
め
と
す
る
先
生
方
の

活
動
へ
の
ご
理
解
、
ご
協
力
に
改
め
て
お
礼

申
し
上
げ
た
い
。
生
徒
の
皆
さ
ん
が
チ
ェ
ル

ノ
ブ
イ
リ
や
困
難
な
立
場
に
あ
る
人
々
の
こ

と
を
思
い
や
り
、
自
分
が
行
動
を
起
こ
す

き
っ
か
け
と
し
て
も
ら
え
た
ら
、
こ
れ
以
上

の
願
い
は
な
い
。

「
の
ぞ
み
21
」

で
手
作
り
さ

れ
た
マ
ト

リ
ョ
ー
シ
カ

や
麦
わ
ら
細

工
、
麻
布
や

刺
し
ゅ
う
製

品
、
白
樺
の

■
石
峯
中
学
校
で
の
取
り
組
み

　
石
峯
中
で
は
、
２
０
０
４
年
か
ら
、

「
国
際
理
解
」
や
「
平
和
教
育
」
の
時

間
と
し
て
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
医
療

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ス
タ
ッ
フ
か

ら
話
を
聞
く
場
を
設
け
て
下
さ
っ
て

い
る
。

　
取
組
み
の
き
っ
か
け
は
、
会
員
で

あ
り
、
中
学
校
の
英
語
の
先
生
を
さ

れ
て
い
る
貞
池
和
恵
さ
ん
が
同
校
に

異
動
さ
れ
た
こ
と
だ
っ
た
。
年
に
一

度
の
授
業
は
そ
の
後
、
ロ
シ
ア
語
の

歌
や
英
語
に
よ
る
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー

ジ
、
お
見
舞
い
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
作
り

か
ら
、
生
徒
会
で
の
募
金
や
文
化
祭

で
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
な
ど
の
自

主
的
な
活
動
に
展
開
し
て
い
る
。
後

輩
は
、
先
輩
た
ち
の
こ
れ
ま
で
の
交

流
や
取
組
み
を
受
け
継
い
で
、
新
た

に
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
に
触
れ
、
考
え

る
機
会
に
つ
な
が
っ
て
お
り
、
先
生

方
よ
り
、
生
徒
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

世
界
と
自
分
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て

け
に
授
業
を
組
ん
で
い
た
だ
い
た
。

道
徳
・
総
合
的
な
学
習
の
時
間
と
し

て
、「
国
際
理
解
『
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

原
発
か
ら
学
ぶ
』」を
テ
ー
マ
と
し
て
、

事
前
と
事
後
の
感
想
文
を
書
く
時
間

も
含
め
５
時
間
の
授
業
と
な
っ
た
。

同
校
で
は
今
年
が
初
め
て
の
試
み
だ

そ
う
だ
が
、
ち
ょ
う
ど
３
年
生
が
修

学
旅
行
に
行
っ
て
い
る
時
期
を
使
い
、

1
年
生
、
２
年
生
も
変
則
授
業
に
な

る
の
に
合
わ
せ
て
柔
軟
に
時
間
割
を

組
み
立
て
る
こ
と
が
で
き
た
と
聞
い
た
。

■
事
前
学
習
で
は
ビ
デ
オ
と
学
習
シ
ー

ト
を
活
用

　
講
演
の
前
の
事
前
学
習
に
は
、
前

週
の
２
コ
マ
が
当
て
ら
れ
た
。
ビ
デ

オ
で
、
信
州
大
助
教
授
を
辞
め
て
単

身
ベ
ラ
ル
ー
シ
に
渡
り
、
3
年
間
甲

状
腺
ガ
ン
診
断
・
治
療
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
携
わ
っ
た
菅
谷
昭
医
師
（
現
・

長
野
県
松
本
市
長
）
を
取
り
上
げ
た

番
組
『
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
傷
　
奇

考
え
る
機
会
と

し
て
上
手
に
授

業
の
中
に
取
り

入
れ
て
い
た
だ

い
て
い
る
。

■
２
０
０
８
年

度
の
授
業
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム

　
さ
て
、
今
年
は

１
年
生
72
名
向

跡
の
メ
ス
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
、2
0
0
3

年
）
を
視
聴
し
た
。
学
習
プ
リ
ン
ト
を

使
い
な
が
ら
、
生
徒
た
ち
は
番
組
の

印
象
や
菅
谷
医
師
の
思
い
、
生
き
方

に
つ
い
て
考
え
た
後
、
同
じ
思
い
か

ら
活
動
し
て
い
る
団
体
と
し
て
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
医
療
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
つ
い
て
の
説
明
を
聞
き
、
当
日

の
質
問
を
シ
ー
ト
に
記
入
し
た
。
出

さ
れ
た
質
問
は
先
生
が
一
旦
整
理
し
、

事
前
に
ス
タ
ッ
フ
に
教
え
て
い
た
だ

い
て
、
当
日
の
話
の
構
成
を
考
え
る

参
考
と
し
た
。

■
講
演
当
日
と
相
次
い
だ
生
徒
か
ら

の
質
問

　
５
月
21
日
（
水
）
の
５
・
６
時
間

目
を
使
っ
た
講
演
の
時
間
で
は
、
冒

頭
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
の
民
族
衣
装
に
着

替
え
た
生
徒
た
ち
に
よ
る
、
ロ
シ
ア

語
で
の
自
己
紹
介
か
ら
始
め
た
。「
ズ

ド
ラ
ー
ス
ト
・
ヴ
ィ
チ
ェ
。
メ
ニ
ャ
ー

ザ
ブ
ー
ト
（
初
め
ま
し
て
。
私
の
名

前
は
）
…
」
と
、
前
に
出
た
生
徒
た

ち
が
照
れ
な
が
ら
挨
拶
。
ゴ
メ
リ
州

で
実
際
に
着
ら
れ
て
い
る
民
族
衣
装

は
、
丁
寧
に
民
族
模
様
が
手
刺
し
ゅ

う
さ
れ
た
鮮
や
か
な
も
の
で
、
生
徒

た
ち
の
興
味
を
引
く
よ
う
だ
っ
た
。

　
45
分
間
の
講
演
の
中
で
は
、
ベ
ラ

ル
ー
シ
の
場
所
や
自
然
、
生
活
文
化

を
紹
介
し
た
後
、
ど
ん
な
事
故
だ
っ

た
か
、
事
故
の
後
に
ど
ん
な
こ
と
が

起
き
た
か
、
被
災
者
の
命
を
救
う
た

真
剣
に
話
を
聞
く
石
峯
中
１
年
生

多
く
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
た
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教
育
の
現
場
で
伝
え
る
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

〜
北
九
州
市
立
石
峯
中
で
の
授
業
報
告
〜

　北
九
州
市
立
石
峯
中
学
校
で
、
毎
年
一
度
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
医
療
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
講
演
を
す

る
よ
う
に
な
っ
て
5
年
目
に
な
り
ま
す
。
全
校
生
徒
約
2
0
0
人
の
小
さ
な
中
学
校
は
、
洞
海
湾
を
望
む

小
高
い
丘
の
上
に
あ
り
ま
す
。
毎
年
変
わ
る
顔
ぶ
れ
の
生
徒
た
ち
は
、
大
き
く
映
し
出
さ
れ
る
ス
ラ
イ
ド

や
映
像
を
見
な
が
ら
、
初
め
て
聞
く
「
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
」
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
く
れ
ま
す
。

　今
回
は
、
5
月
に
行
っ
た
石
峯
中
で
の
講
演
報
告
と
と
も
に
、
生
徒
た
ち
に
よ
り
深
く
伝
わ
る
よ
う
工

夫
さ
れ
た
授
業
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
 

（
報
告
／
寺
嶋
悠
）

・こんなことがあったなんて知らなかった。他人のためにボランテ
ィアをしようという気持ちがあってすごい。お話を聞いて、私も他
の国の人のために何かしたいと思った。

・身近な人達があの大きな事故に関係してボランティアを行ってい
るんだなと思って感心した。自分のできる範囲まで協力して少し
でも良くなってもらえたらいい、という話もえらいと思った。
・ベラルーシの服がかわいかった。ベラルーシの写真はとてもきれ
いで、原発事故があったなんて想像できなかった。

・チェルノブイリの放射能が日本にまで来ていたとは知らなかった。
22年もたって、あの事故は忘れたくなるような、思い出したくな
い悲劇だけど、だからこそ忘れてはいけないと思った。

・一番印象に残ったことは、子供たちの手術後の傷跡のこと。まだ
小さな女の子が傷跡を見せていた写真だった。傷跡は大きくてと
ても目立ってびっくりした。
・ベラルーシの人は、病気で苦しんでいて暗いと思ったけど、病気
に負けないくらい元気で明るかったのがびっくりした。

・最初、こんな事故起きなければ良かったのにと思った。起きてし
まったことはしょうがないけど、それをすぐみんなに知らせてい
ればもっと対策ができ、大量の死者を出さずに済んだのにと思っ
た。僕も大人になってボランティアや他の人のために何かできる
人になりたい。

・もし私がベラルーシにいたら、甲状腺ガンになっていたかもしれ
ない。それに、ガンになって手術しても、一生薬を飲み続けなけ
ればいけないので大変だと思った。アンナちゃんのお母さん（注：
リュドミラ・ウクラインカさん）は、自分が大きな傷を負った経験
を生かして、カウンセリングをしていてすごいと思った。

・ガンになってでも傷が残っている人のことを聞くと、「昔のこと」
とすませるのではなく、チェルノブイリで苦しむ人に少しでも力に
なれるといいと思った。

・チェルノブイリの子供が書いた絵は、子供が泣いていたり回りの
家が燃えていたりして、すごく苦しかったという思いが伝わってき
た。

・チェルノブイリ事故のことを語り継いでいきたい。
・チェルノブイリで苦しんでいる人のために、少しでも私たちの石峯
中学校が役に立てていると思うととてもうれしい。

石峯中学校1年生の感想ノートから

ベラルーシの民族衣装を着てロシア語で挨拶するクラス委員の皆さん

め
に
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
て
、
ど
ん
な
成

果
が
出
て
い
る
か
、
日
本
で
支
え
る
方
た
ち

の
気
持
ち
、
今
抱
え
て
い
る
課
題
や
今
後
の

展
望
に
つ
い
て
、
ス
ラ
イ
ド
を
交
え
つ
つ
、

で
き
る
だ
け
分
か
り
や
す
く
伝
わ
る
よ
う
、

難
し
い
言
葉
も
平
易
な
言
葉
に
置
き
換
え
な

が
ら
話
し
た
。

　
話
が
終
わ
り
質
問
時
間
に
な
る
と
、
最
初

は
な
か
な
か
手
が
上
が
ら
な
い
。
少
し
話
を

続
け
る
と
、
ぽ
つ
り
、
ぽ
つ
り
と
手
が
上
が

り
始
め
た
。「
今
も
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
は
放
射

能
を
出
し
て
い
る
の
か
」「
こ
の
事
故
は
あ

と
ど
れ
く
ら
い
で
解
決
す
る
の
か
」
な
ど

ま
っ
す
ぐ
な
視
線
で
見
た
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

へ
の
疑
問
も
あ
り
、「
ベ
ラ
ル
ー
シ
に
行
っ
て

一
番
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
何
か
」「
ベ
ラ

ル
ー
シ
に
行
く
と
き
放
射
能
が
怖
く
な
か
っ

た
か
」「
何
人
の
子
ど
も
が
甲
状
腺
ガ
ン
の

手
術
を
受
け
た
か
」「
い
ま
だ
に
ガ
ン
に
な

る
人
は
多
い
の
か
」
と
い
っ
た
ベ
ラ
ル
ー
シ

や
病
気
に
関
す
る
も
の
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

し
て
い
て
大
変
な
こ
と
や
良
か
っ
た
こ
と
は

何
か
」「
な
ぜ
講
演
な
ど
の
活
動
を
し
よ
う

と
思
っ
た
の
か
」「
私
た
ち
が
ベ
ラ
ル
ー
シ

の
人
々
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
」
な

ど
の
質
問
が
出
た
。

■
事
後
学
習
と
し
て
の
補
足
資
料
と
振
り
返
り

　
講
演
終
了
後
に
は
、
別
室
に
展
示
し
て
お

い
た
活
動
写
真
パ
ネ
ル
や
ベ
ラ
ル
ー
シ
の
民

芸
品
な
ど
を
見
学
し
た
。
事
務
局
で
製
作
し

た
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
の
自
然
や
日
常
風
景
、

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
周
辺
の
現
在
の
様

子
、
医
療
支
援
の
現
場
の
写
真
パ
ネ
ル
を
、

木
工
品
な
ど
と
一
緒
に
事
前
に
学
校
に
郵
送

し
、
展
示
の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
て
い

た
だ
い
た
。
教
室
へ
戻
っ
た
あ
と
「
お
話
を

聞
い
て
思
っ
た
こ
と
」「
石
峯
中
の
一
員
と

し
て
、
ど
ん
な
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
で
き

る
か
」
に
つ
い
て
の
感
想
を
書
き
、
授
業
の

振
り
返
り
を
行
っ
た
。

■
授
業
後
に
寄
せ
ら
れ
た
生
徒
の
感
想

　
左
記
に
石
峯
中
の
生
徒
の
皆
さ
ん
の
感
想

を
拾
っ
て
み
る
。
等
身
大
で
受
け
止
め
た
そ

れ
ぞ
れ
の
感
想
に
は
、
読
ん
で
い
て
ハ
ッ
と

さ
せ
ら
れ
る
も
の
も
多
か
っ
た
。
チ
ェ
ル
ノ

ブ
イ
リ
を
自
分
の
身
近
な
も
の
と
し
て
受
け

止
め
、「
も
し
自
分
だ
っ
た
ら
」「
私
に
で
き

る
こ
と
は
何
か
」「
困
っ
て
い
る
人
の
役
に

立
ち
た
い
」
と
広
げ
て
と
ら
え
て
い
る
姿
に
、

こ
の
講
演
で
一
番
伝
え
た
か
っ
た
も
の
が
き

ち
ん
と
届
け
ら
れ
た
の
だ
と
感
じ
た
。
校
長

先
生
や
教
頭
先
生
を
始
め
と
す
る
先
生
方
の

活
動
へ
の
ご
理
解
、
ご
協
力
に
改
め
て
お
礼

申
し
上
げ
た
い
。
生
徒
の
皆
さ
ん
が
チ
ェ
ル

ノ
ブ
イ
リ
や
困
難
な
立
場
に
あ
る
人
々
の
こ

と
を
思
い
や
り
、
自
分
が
行
動
を
起
こ
す

き
っ
か
け
と
し
て
も
ら
え
た
ら
、
こ
れ
以
上

の
願
い
は
な
い
。

「
の
ぞ
み
21
」

で
手
作
り
さ

れ
た
マ
ト

リ
ョ
ー
シ
カ

や
麦
わ
ら
細

工
、
麻
布
や

刺
し
ゅ
う
製

品
、
白
樺
の

■
石
峯
中
学
校
で
の
取
り
組
み

　
石
峯
中
で
は
、
２
０
０
４
年
か
ら
、

「
国
際
理
解
」
や
「
平
和
教
育
」
の
時

間
と
し
て
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
医
療

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ス
タ
ッ
フ
か

ら
話
を
聞
く
場
を
設
け
て
下
さ
っ
て

い
る
。

　
取
組
み
の
き
っ
か
け
は
、
会
員
で

あ
り
、
中
学
校
の
英
語
の
先
生
を
さ

れ
て
い
る
貞
池
和
恵
さ
ん
が
同
校
に

異
動
さ
れ
た
こ
と
だ
っ
た
。
年
に
一

度
の
授
業
は
そ
の
後
、
ロ
シ
ア
語
の

歌
や
英
語
に
よ
る
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー

ジ
、
お
見
舞
い
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
作
り

か
ら
、
生
徒
会
で
の
募
金
や
文
化
祭

で
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
な
ど
の
自

主
的
な
活
動
に
展
開
し
て
い
る
。
後

輩
は
、
先
輩
た
ち
の
こ
れ
ま
で
の
交

流
や
取
組
み
を
受
け
継
い
で
、
新
た

に
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
に
触
れ
、
考
え

る
機
会
に
つ
な
が
っ
て
お
り
、
先
生

方
よ
り
、
生
徒
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

世
界
と
自
分
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て

け
に
授
業
を
組
ん
で
い
た
だ
い
た
。

道
徳
・
総
合
的
な
学
習
の
時
間
と
し

て
、「
国
際
理
解
『
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

原
発
か
ら
学
ぶ
』」を
テ
ー
マ
と
し
て
、

事
前
と
事
後
の
感
想
文
を
書
く
時
間

も
含
め
５
時
間
の
授
業
と
な
っ
た
。

同
校
で
は
今
年
が
初
め
て
の
試
み
だ

そ
う
だ
が
、
ち
ょ
う
ど
３
年
生
が
修

学
旅
行
に
行
っ
て
い
る
時
期
を
使
い
、

1
年
生
、
２
年
生
も
変
則
授
業
に
な

る
の
に
合
わ
せ
て
柔
軟
に
時
間
割
を

組
み
立
て
る
こ
と
が
で
き
た
と
聞
い
た
。

■
事
前
学
習
で
は
ビ
デ
オ
と
学
習
シ
ー

ト
を
活
用

　
講
演
の
前
の
事
前
学
習
に
は
、
前

週
の
２
コ
マ
が
当
て
ら
れ
た
。
ビ
デ

オ
で
、
信
州
大
助
教
授
を
辞
め
て
単

身
ベ
ラ
ル
ー
シ
に
渡
り
、
3
年
間
甲

状
腺
ガ
ン
診
断
・
治
療
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
携
わ
っ
た
菅
谷
昭
医
師
（
現
・

長
野
県
松
本
市
長
）
を
取
り
上
げ
た

番
組
『
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
傷
　
奇

考
え
る
機
会
と

し
て
上
手
に
授

業
の
中
に
取
り

入
れ
て
い
た
だ

い
て
い
る
。

■
２
０
０
８
年

度
の
授
業
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム

　
さ
て
、
今
年
は

１
年
生
72
名
向

跡
の
メ
ス
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
、2
0
0
3

年
）
を
視
聴
し
た
。
学
習
プ
リ
ン
ト
を

使
い
な
が
ら
、
生
徒
た
ち
は
番
組
の

印
象
や
菅
谷
医
師
の
思
い
、
生
き
方

に
つ
い
て
考
え
た
後
、
同
じ
思
い
か

ら
活
動
し
て
い
る
団
体
と
し
て
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
医
療
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
つ
い
て
の
説
明
を
聞
き
、
当
日

の
質
問
を
シ
ー
ト
に
記
入
し
た
。
出

さ
れ
た
質
問
は
先
生
が
一
旦
整
理
し
、

事
前
に
ス
タ
ッ
フ
に
教
え
て
い
た
だ

い
て
、
当
日
の
話
の
構
成
を
考
え
る

参
考
と
し
た
。

■
講
演
当
日
と
相
次
い
だ
生
徒
か
ら

の
質
問

　
５
月
21
日
（
水
）
の
５
・
６
時
間

目
を
使
っ
た
講
演
の
時
間
で
は
、
冒

頭
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
の
民
族
衣
装
に
着

替
え
た
生
徒
た
ち
に
よ
る
、
ロ
シ
ア

語
で
の
自
己
紹
介
か
ら
始
め
た
。「
ズ

ド
ラ
ー
ス
ト
・
ヴ
ィ
チ
ェ
。
メ
ニ
ャ
ー

ザ
ブ
ー
ト
（
初
め
ま
し
て
。
私
の
名

前
は
）
…
」
と
、
前
に
出
た
生
徒
た

ち
が
照
れ
な
が
ら
挨
拶
。
ゴ
メ
リ
州

で
実
際
に
着
ら
れ
て
い
る
民
族
衣
装

は
、
丁
寧
に
民
族
模
様
が
手
刺
し
ゅ

う
さ
れ
た
鮮
や
か
な
も
の
で
、
生
徒

た
ち
の
興
味
を
引
く
よ
う
だ
っ
た
。

　
45
分
間
の
講
演
の
中
で
は
、
ベ
ラ

ル
ー
シ
の
場
所
や
自
然
、
生
活
文
化

を
紹
介
し
た
後
、
ど
ん
な
事
故
だ
っ

た
か
、
事
故
の
後
に
ど
ん
な
こ
と
が

起
き
た
か
、
被
災
者
の
命
を
救
う
た

真
剣
に
話
を
聞
く
石
峯
中
１
年
生

多
く
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
た
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ベラルーシ、ミンスクのNGO「コンフィデンス」ベラルーシ、ミンスクのNGO「コンフィデンス」

　ベラルーシの首都ミンスク市にある現地NGO「CONFIDENCE（コンフィデンス）」は、健康に重点を
置き、貧困層の母子のケアを行う市民団体です。チェルノブイリ医療支援ネットワークは2001年より協
力体制をとり、支援を続けています。
　2007年秋に行った、イリーナ・アリノビッチ代表へのインタビュー、連載最終回となる今回はコンフィ
デンスへの支援状況や、コンフィデンスの活動状況についてお届けします。

（2007年 10月ミンスク市内にて　聞き手：津島朋憲）

～「コンフィデンス」の活動状況、支援状況について～第3回

コ
ン
フ
ィ
デ
ン
ス
の

活
動
ア
ル
バ
ム

子供向け教育プロジェクト異文化交流

スイスでの短期保養 オーストリアでの短期保養社会劇

―
―
現
在
の
活
動
状
況
、支
援
状
況
を
教
え
て
く
だ

さ
い

　
ミ
ン
ス
ク
悪
性
腫
瘍
研
究
所
の
子
ど
も
た
ち
に
も

支
援
の
手
を
差
し
伸
べ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
団
体
は
赤
十
字
と
は
関
係
は
あ
り
ま
せ

ん
。
赤
十
字
は
半
分
国
の
団
体
の
よ
う
な
も
の
で
す

が
、
私
た
ち
は
完
全
な
市
民
団
体
で
す
。
ス
ポ
ン
サ
ー

か
ら
支
援
金
を
集
め
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

―
―
ド
イ
ツ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
支
援
は
受
け
て

い
な
い
の
で
す
か
？

　
今
は
直
接
お
金
を
受
け
取
っ
て
は
い
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
夏
の
保
養
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
費
用
は
彼
ら
が

賄
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ベ
ル
ギ
ー
、
オ
ー
ス

ト
リ
ア
か
ら
の
人
道
支
援
物
資
も
あ
り
ま
す
。
そ
の

中
に
は
食
料
だ
け
で
は
な
く
、
乳
母
車
な
ど
も
あ
り

ま
す
。

　
現
金
を
も
ら
っ
て
い
る
の
は
「
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

医
療
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
か
ら
だ
け
で
す
。
こ
う

い
う
支
援
金
は
、
健
康
学
校
の
講
師
代
と
し
て
使
っ

て
い
ま
す
。

（
2
0
0
6
年
レ
ポ
ー
ト
よ
り
）

　
実
際
に
団
体
の
運
営
に
か
か
る
費
用
は
下
記
の
と

お
り
で
す
。

部
屋
代
、
水
道
光
熱
費
、
排
水
、
電
話
代
：
35
〜
60

ド
ル
／
月

健
康
学
校
の
先
生
た
ち
へ
の
報
酬
：
50
〜
70
ド
ル
／

月
（
注
：
毎
月
で
は
な
い
）古

賀
駅

○
古
賀
市
役
所

サ
ン
リ
ブ
○

３
号
線

○古賀市立
　図書館

〒

★

４
９
５
号
線

ルミエール○

花
鶴
川

古
賀
イ
ン
タ
ー
へ

○
サ
ニ
ー

○
グ
ル
メ
シ
テ
ィ

　
こ
ん
に
ち
は
。
矢
野
宏
和
で
す
。

　
こ
の
度
、
理
事
長
を
退
任
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、

お
世
話
に
な
っ
た
会
員
の
皆
様
、
ベ
ラ

ル
ー
シ
、
日
本
の
医
療
関
係
者
の
皆
様
、

そ
し
て
理
事
の
皆
様
、
顧
問
の
山
田
英

雄
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
目
を
閉
じ
れ
ば
、
い
く
つ
も
の
貴
重

な
出
逢
い
が
脳
裏
を
よ
ぎ
り
ま
す
。
私

に
と
っ
て
は
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
へ
の
支

援
活
動
は
、
多
く
の
学
び
や
気
づ
き
を

与
え
て
く
れ
る
も
の
で
し
た
。
こ
の
先
、

ど
の
よ
う
な
活
動
を
す
る
に
し
て
も
、

そ
の
こ
と
へ
の
感
謝
の
想
い
を
忘
れ
ず

に
、
何
事
に
も
前
向
き
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
私
が
理
事
長
を
退
任
し
た
後
は
、
寺

嶋
さ
ん
を
中
心
に
理
事
会
が
運
営
さ
れ

て
い
き
ま
す
。
幸
い
、
私
と
い
う
理
事
長

の
力
不
足
か
ら
、
ま
わ
り
の
理
事
が
助

け
合
い
な
が
ら
自
ら
の
役
割
を
自
覚
し

そ
れ
ぞ
れ
が
自
律
的
に
活
動
を
展
開
で

き
る
よ
う
な
良
い
体
制
に
な
っ
て
い
ま

す
。
事
務
局
も
キ
ャ
リ
ア
を
積
み
重
ね

て
大
き
な
安
心
感
が
あ
り
、
こ
れ
か
ら

も
こ
の
団
体
は
今
ま
で
と
変
わ
ら
ず
発

展
し
て
い
く
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
理
事
と
し
て
、
会
員
と

し
て
、
活
動
に
関
わ
っ
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
本
当
に
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。

　
い
つ
も
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
、
チ
ェ
ル

ノ
ブ
イ
リ
を
共
に
支
え
て
下
さ
っ
て
い

る
皆
さ
ま
に
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
こ
の
度
、
理
事
長
の
任
を
受
け

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
寺
嶋
で
す
。

　
活
動
が
充
実
す
る
一
方
、
世
間
の
関

心
は
薄
れ
つ
つ
あ
り
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
医
療
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
過
渡
期

に
あ
り
ま
す
。。
被
災
地
に
残
さ
れ
て
い

る
課
題
は
余
り
に
大
き
く
、
限
ら
れ
た

ス
タ
ッ
フ
や
医
療
専
門
家
だ
け
で
は
解

決
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
支
援
を
寄
せ
て
下
さ
る
皆
さ
ま
に
、

ぜ
ひ
お
願
い
し
た
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
医
療
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
こ
と
を
、
も
っ
と
も
っ
と

身
近
に
、
ご
自
身
の
団
体
と
し
て
感
じ

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
私
た

ち
も
ま
た
、
皆
さ
ま
に
と
っ
て
顔
の
見

え
る
、
身
近
な
存
在
で
あ
り
た
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。
市
民
の
視
点
を
失
わ

ず
、
今
ま
で
以
上
に
活
動
や
現
地
の
様

子
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
き
、
皆
さ

ま
の
ご
意
見
や
声
援
、
お
叱
り
の
声
を

真
摯
に
受
け
止
め
て
、
更
に
よ
い
活
動

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
理
事
長
の
任
は
私
に
は
い
さ
さ
か
大

き
す
ぎ
る
も
の
で
す
が
、
他
の
理
事
や

ス
タ
ッ
フ
と
共
に
、
被
災
者
の
命
を
救

い
困
難
を
解
決
し
て
ゆ
け
る
よ
う
力
を

尽
く
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
引

き
続
き
、
共
に
お
支
え
下
さ
い
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新事務所ごあんない
今年6月、事務所を古賀市へ移転しま
した。新しい事務所は、ＪＲ古賀駅か
ら徒歩5分と便利な場所です。チェル
ノブイリ関係資料、のぞみ21雑貨、活
動の写真などもあり、事務ボランティ
アも募集しています。
お気軽にお立ち寄り下さい。

　〒811-3102
　福岡県古賀市駅東2-6-26  パステル館203号
　TEL/FAX : 092-944-3841　
　E-mail: jimu@cher9.to
　＜月～土曜　10:00 ～ 18:00＞

退
任
ご
挨
拶

　
　
　矢
野 

宏
和

　

着
任
ご
挨
拶

　
　
　寺
嶋

　悠

　
８
月
中
旬
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
医
療
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
事
務
局
に
、
悲
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
妻
の
ナ
タ
ー
シ
ャ
さ
ん
と
と
も
に
、
夫
妻
で
福

祉
工
房
「
の
ぞ
み
21
」
を
運
営
し
て
こ
ら
れ
た
、

ス
テ
パ
ン
・
コ
バ
レ
バ
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
ま
し

た
。
ま
だ
詳
細
は
確
認
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
ス

ズ
メ
バ
チ
に
刺
さ
れ
た
事
に
よ
る
ア
レ
ル
ギ
ー
性

シ
ョ
ッ
ク
死
と
の
こ
と
で
す
。

　
ス
テ
パ
ン
さ
ん
、
ナ
タ
ー
シ
ャ
さ
ん
夫
妻
は
、

息
子
の
オ
レ
グ
さ
ん
（
享
年
20
歳
）
の
白
血
病
治

癒
後
の
経
験
か
ら
、「
社
会
で
孤
立
し
が
ち
な
若
い

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
被
曝
者
と
障
が
い
者
に
、
居
場

所
と
経
済
的
自
立
の
場
を
」
と
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
に
近
い
ゴ
メ
リ
の
町
中
に
、
親
子
で
「
の
ぞ
み

21
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
し
か
し
、
１
９
９
９

年
に
オ
レ
グ
さ
ん
が
肺
ガ
ン
で
こ
の
世
を
去
り
、

２
０
０
５
年
に
は
、
娘
の
ニ
ー
ナ
さ
ん
（
享
年
34

歳
）
が
、
孫
娘
の
ナ
タ
ー
リ
ャ
ち
ゃ
ん
を
残
し
て

胃
ガ
ン
で
先
立
つ
と
い
う
さ
ら
な
る
不
幸
が
続
き

ま
し
た
。

　
最
愛
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
っ
た
ス
テ
パ
ン
さ
ん

ま
で
も
が
先
立
つ
と
い
う
突
然
の
出
来
事
に
、
妻

の
ナ
タ
ー
シ
ャ
さ
ん
が
、
今
、
ど
れ
ほ
ど
深
い
悲

し
み
の
中
に
い
る
か
を

思
う
と
、
か
け
る
べ
き

言
葉
が
う
ま
く
見
つ
か

ら
な
い
思
い
で
す
。
２

０
０
１
年
に
九
州
、
京

都
、
東
京
と
各
地
で
開

催
し
た
事
故
15
年
報
告

会
で
は
、
体
調
の
す
ぐ

れ
な
い
ナ
タ
ー
シ
ャ
さ

ん
を
優
し
く
気
遣
う
ス

テ
パ
ン
さ
ん
の
姿
を
、

多
く
の
会
員
の
皆
さ
ん
が
目
に
さ
れ
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。
ま
だ
50
代
の
若
さ
で
し
た
。

　
民
間
の
福
祉
作
業
所
が
ほ
と
ん
ど
な
い
ベ
ラ

ル
ー
シ
で
、
経
済
的
に
も
社
会
的
に
も
困
難
な
状

況
で
生
き
る
若
者
が
寄
り
添
う
場
を
作
る
「
の
ぞ

み
21
」
の
活
動
は
貴
重
な
存
在
で
す
。
し
か
し
、

通
信
で
も
度
々
お
伝
え
し
て
き
た
通
り
、
近
年
の

「
の
ぞ
み
21
」
の
経
営
は
、
材
料
費
高
騰
や
国
の
福

祉
政
策
の
影
響
か
ら
、
経
済
的
に
ま
す
ま
す
厳
し

く
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
の
「
の
ぞ
み
21
」
の
存

続
も
気
に
な
り
ま
す
。

　
秋
の
検
診
団
派
遣
の
際
に
は
ナ
タ
ー
シ
ャ
さ
ん

を
訪
れ
、「
の
ぞ
み
21
」
の
雑
貨
仕
入
れ
だ
け
で
な

く
、
近
況
や
工
房
の
今
後
に
つ
い
て
話
し
合
う
予

定
で
す
。
ス
テ
パ
ン
さ
ん
の
ご
冥
福
を
心
よ
り
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

ステパンさん、ナターシャさん夫妻

理
事
長
交
代
の
　

ご
あ
い
さ
つ

理
事
長
交
代
の
　

ご
あ
い
さ
つ

６
月
28
日
に
臨
時
総
会
を
開
催
し
、

理
事
長
交
代
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

新
旧
理
事
長
よ
り
ご
挨
拶
申
し
上

げ
ま
す
。

チェルノブイリ医療支援ネットワーク
事務局の新住所

ス
テ
パ
ン
さ
ん
訃
報

「
の
ぞ
み
21
」
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ベラルーシ、ミンスクのNGO「コンフィデンス」ベラルーシ、ミンスクのNGO「コンフィデンス」

　ベラルーシの首都ミンスク市にある現地NGO「CONFIDENCE（コンフィデンス）」は、健康に重点を
置き、貧困層の母子のケアを行う市民団体です。チェルノブイリ医療支援ネットワークは2001年より協
力体制をとり、支援を続けています。
　2007年秋に行った、イリーナ・アリノビッチ代表へのインタビュー、連載最終回となる今回はコンフィ
デンスへの支援状況や、コンフィデンスの活動状況についてお届けします。

（2007年 10月ミンスク市内にて　聞き手：津島朋憲）

～「コンフィデンス」の活動状況、支援状況について～第3回

コ
ン
フ
ィ
デ
ン
ス
の

活
動
ア
ル
バ
ム

子供向け教育プロジェクト異文化交流

スイスでの短期保養 オーストリアでの短期保養社会劇

―
―
現
在
の
活
動
状
況
、支
援
状
況
を
教
え
て
く
だ

さ
い

　
ミ
ン
ス
ク
悪
性
腫
瘍
研
究
所
の
子
ど
も
た
ち
に
も

支
援
の
手
を
差
し
伸
べ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
団
体
は
赤
十
字
と
は
関
係
は
あ
り
ま
せ

ん
。
赤
十
字
は
半
分
国
の
団
体
の
よ
う
な
も
の
で
す

が
、
私
た
ち
は
完
全
な
市
民
団
体
で
す
。
ス
ポ
ン
サ
ー

か
ら
支
援
金
を
集
め
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

―
―
ド
イ
ツ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
支
援
は
受
け
て

い
な
い
の
で
す
か
？

　
今
は
直
接
お
金
を
受
け
取
っ
て
は
い
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
夏
の
保
養
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
費
用
は
彼
ら
が

賄
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ベ
ル
ギ
ー
、
オ
ー
ス

ト
リ
ア
か
ら
の
人
道
支
援
物
資
も
あ
り
ま
す
。
そ
の

中
に
は
食
料
だ
け
で
は
な
く
、
乳
母
車
な
ど
も
あ
り

ま
す
。

　
現
金
を
も
ら
っ
て
い
る
の
は
「
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

医
療
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
か
ら
だ
け
で
す
。
こ
う

い
う
支
援
金
は
、
健
康
学
校
の
講
師
代
と
し
て
使
っ

て
い
ま
す
。

（
2
0
0
6
年
レ
ポ
ー
ト
よ
り
）

　
実
際
に
団
体
の
運
営
に
か
か
る
費
用
は
下
記
の
と

お
り
で
す
。

部
屋
代
、
水
道
光
熱
費
、
排
水
、
電
話
代
：
35
〜
60

ド
ル
／
月

健
康
学
校
の
先
生
た
ち
へ
の
報
酬
：
50
〜
70
ド
ル
／

月
（
注
：
毎
月
で
は
な
い
）古

賀
駅

○
古
賀
市
役
所

サ
ン
リ
ブ
○

３
号
線

○古賀市立
　図書館

〒

★

４
９
５
号
線

ルミエール○

花
鶴
川

古
賀
イ
ン
タ
ー
へ

○
サ
ニ
ー

○
グ
ル
メ
シ
テ
ィ

　
こ
ん
に
ち
は
。
矢
野
宏
和
で
す
。

　
こ
の
度
、
理
事
長
を
退
任
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、

お
世
話
に
な
っ
た
会
員
の
皆
様
、
ベ
ラ

ル
ー
シ
、
日
本
の
医
療
関
係
者
の
皆
様
、

そ
し
て
理
事
の
皆
様
、
顧
問
の
山
田
英

雄
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
目
を
閉
じ
れ
ば
、
い
く
つ
も
の
貴
重

な
出
逢
い
が
脳
裏
を
よ
ぎ
り
ま
す
。
私

に
と
っ
て
は
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
へ
の
支

援
活
動
は
、
多
く
の
学
び
や
気
づ
き
を

与
え
て
く
れ
る
も
の
で
し
た
。
こ
の
先
、

ど
の
よ
う
な
活
動
を
す
る
に
し
て
も
、

そ
の
こ
と
へ
の
感
謝
の
想
い
を
忘
れ
ず

に
、
何
事
に
も
前
向
き
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
私
が
理
事
長
を
退
任
し
た
後
は
、
寺

嶋
さ
ん
を
中
心
に
理
事
会
が
運
営
さ
れ

て
い
き
ま
す
。
幸
い
、
私
と
い
う
理
事
長

の
力
不
足
か
ら
、
ま
わ
り
の
理
事
が
助

け
合
い
な
が
ら
自
ら
の
役
割
を
自
覚
し

そ
れ
ぞ
れ
が
自
律
的
に
活
動
を
展
開
で

き
る
よ
う
な
良
い
体
制
に
な
っ
て
い
ま

す
。
事
務
局
も
キ
ャ
リ
ア
を
積
み
重
ね

て
大
き
な
安
心
感
が
あ
り
、
こ
れ
か
ら

も
こ
の
団
体
は
今
ま
で
と
変
わ
ら
ず
発

展
し
て
い
く
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
理
事
と
し
て
、
会
員
と

し
て
、
活
動
に
関
わ
っ
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
本
当
に
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。

　
い
つ
も
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
、
チ
ェ
ル

ノ
ブ
イ
リ
を
共
に
支
え
て
下
さ
っ
て
い

る
皆
さ
ま
に
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
こ
の
度
、
理
事
長
の
任
を
受
け

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
寺
嶋
で
す
。

　
活
動
が
充
実
す
る
一
方
、
世
間
の
関

心
は
薄
れ
つ
つ
あ
り
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
医
療
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
過
渡
期

に
あ
り
ま
す
。。
被
災
地
に
残
さ
れ
て
い

る
課
題
は
余
り
に
大
き
く
、
限
ら
れ
た

ス
タ
ッ
フ
や
医
療
専
門
家
だ
け
で
は
解

決
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
支
援
を
寄
せ
て
下
さ
る
皆
さ
ま
に
、

ぜ
ひ
お
願
い
し
た
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
医
療
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
こ
と
を
、
も
っ
と
も
っ
と

身
近
に
、
ご
自
身
の
団
体
と
し
て
感
じ

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
私
た

ち
も
ま
た
、
皆
さ
ま
に
と
っ
て
顔
の
見

え
る
、
身
近
な
存
在
で
あ
り
た
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。
市
民
の
視
点
を
失
わ

ず
、
今
ま
で
以
上
に
活
動
や
現
地
の
様

子
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
き
、
皆
さ

ま
の
ご
意
見
や
声
援
、
お
叱
り
の
声
を

真
摯
に
受
け
止
め
て
、
更
に
よ
い
活
動

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
理
事
長
の
任
は
私
に
は
い
さ
さ
か
大

き
す
ぎ
る
も
の
で
す
が
、
他
の
理
事
や

ス
タ
ッ
フ
と
共
に
、
被
災
者
の
命
を
救

い
困
難
を
解
決
し
て
ゆ
け
る
よ
う
力
を

尽
く
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
引

き
続
き
、
共
に
お
支
え
下
さ
い
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新事務所ごあんない
今年6月、事務所を古賀市へ移転しま
した。新しい事務所は、ＪＲ古賀駅か
ら徒歩5分と便利な場所です。チェル
ノブイリ関係資料、のぞみ21雑貨、活
動の写真などもあり、事務ボランティ
アも募集しています。
お気軽にお立ち寄り下さい。

　〒811-3102
　福岡県古賀市駅東2-6-26  パステル館203号
　TEL/FAX : 092-944-3841　
　E-mail: jimu@cher9.to
　＜月～土曜　10:00 ～ 18:00＞

退
任
ご
挨
拶

　
　
　矢
野 
宏
和

　

着
任
ご
挨
拶

　
　
　寺
嶋

　悠

　
８
月
中
旬
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
医
療
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
事
務
局
に
、
悲
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
妻
の
ナ
タ
ー
シ
ャ
さ
ん
と
と
も
に
、
夫
妻
で
福

祉
工
房
「
の
ぞ
み
21
」
を
運
営
し
て
こ
ら
れ
た
、

ス
テ
パ
ン
・
コ
バ
レ
バ
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
ま
し

た
。
ま
だ
詳
細
は
確
認
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
ス

ズ
メ
バ
チ
に
刺
さ
れ
た
事
に
よ
る
ア
レ
ル
ギ
ー
性

シ
ョ
ッ
ク
死
と
の
こ
と
で
す
。

　
ス
テ
パ
ン
さ
ん
、
ナ
タ
ー
シ
ャ
さ
ん
夫
妻
は
、

息
子
の
オ
レ
グ
さ
ん
（
享
年
20
歳
）
の
白
血
病
治

癒
後
の
経
験
か
ら
、「
社
会
で
孤
立
し
が
ち
な
若
い

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
被
曝
者
と
障
が
い
者
に
、
居
場

所
と
経
済
的
自
立
の
場
を
」
と
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ

リ
に
近
い
ゴ
メ
リ
の
町
中
に
、
親
子
で
「
の
ぞ
み

21
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
し
か
し
、
１
９
９
９

年
に
オ
レ
グ
さ
ん
が
肺
ガ
ン
で
こ
の
世
を
去
り
、

２
０
０
５
年
に
は
、
娘
の
ニ
ー
ナ
さ
ん
（
享
年
34

歳
）
が
、
孫
娘
の
ナ
タ
ー
リ
ャ
ち
ゃ
ん
を
残
し
て

胃
ガ
ン
で
先
立
つ
と
い
う
さ
ら
な
る
不
幸
が
続
き

ま
し
た
。

　
最
愛
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
っ
た
ス
テ
パ
ン
さ
ん

ま
で
も
が
先
立
つ
と
い
う
突
然
の
出
来
事
に
、
妻

の
ナ
タ
ー
シ
ャ
さ
ん
が
、
今
、
ど
れ
ほ
ど
深
い
悲

し
み
の
中
に
い
る
か
を

思
う
と
、
か
け
る
べ
き

言
葉
が
う
ま
く
見
つ
か

ら
な
い
思
い
で
す
。
２

０
０
１
年
に
九
州
、
京

都
、
東
京
と
各
地
で
開

催
し
た
事
故
15
年
報
告

会
で
は
、
体
調
の
す
ぐ

れ
な
い
ナ
タ
ー
シ
ャ
さ

ん
を
優
し
く
気
遣
う
ス

テ
パ
ン
さ
ん
の
姿
を
、

多
く
の
会
員
の
皆
さ
ん
が
目
に
さ
れ
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。
ま
だ
50
代
の
若
さ
で
し
た
。

　
民
間
の
福
祉
作
業
所
が
ほ
と
ん
ど
な
い
ベ
ラ

ル
ー
シ
で
、
経
済
的
に
も
社
会
的
に
も
困
難
な
状

況
で
生
き
る
若
者
が
寄
り
添
う
場
を
作
る
「
の
ぞ

み
21
」
の
活
動
は
貴
重
な
存
在
で
す
。
し
か
し
、

通
信
で
も
度
々
お
伝
え
し
て
き
た
通
り
、
近
年
の

「
の
ぞ
み
21
」
の
経
営
は
、
材
料
費
高
騰
や
国
の
福

祉
政
策
の
影
響
か
ら
、
経
済
的
に
ま
す
ま
す
厳
し

く
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
の
「
の
ぞ
み
21
」
の
存

続
も
気
に
な
り
ま
す
。

　
秋
の
検
診
団
派
遣
の
際
に
は
ナ
タ
ー
シ
ャ
さ
ん

を
訪
れ
、「
の
ぞ
み
21
」
の
雑
貨
仕
入
れ
だ
け
で
な

く
、
近
況
や
工
房
の
今
後
に
つ
い
て
話
し
合
う
予

定
で
す
。
ス
テ
パ
ン
さ
ん
の
ご
冥
福
を
心
よ
り
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

ステパンさん、ナターシャさん夫妻

理
事
長
交
代
の
　

ご
あ
い
さ
つ

理
事
長
交
代
の
　

ご
あ
い
さ
つ

６
月
28
日
に
臨
時
総
会
を
開
催
し
、

理
事
長
交
代
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

新
旧
理
事
長
よ
り
ご
挨
拶
申
し
上

げ
ま
す
。

チェルノブイリ医療支援ネットワーク
事務局の新住所

ス
テ
パ
ン
さ
ん
訃
報

「
の
ぞ
み
21
」
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◆
５
月
21
日
（
水
）

　
北
九
州
市
立
石
峯
中
学
校
で
講
演

　
総
合
学
習
時
間
に
同
校
1
年
生

の
皆
さ
ん
を
対
象
に
お
話
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
（
詳
し
く
は

６
ペ
ー
ジ
を
ご
ら
ん
下
さ
い
）。
終

了
後
の
質
疑
で
は
「
チ
ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
は
今
も
放
射
能
を
出
し
て
い

る
の
か
」「
ガ
ン
の
手
術
を
受
け
た

子
の
傷
跡
は
消
え
な
い
の
か
」

「
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
に
行
く
時
恐
く

な
か
っ
た
か
」
な
ど
た
く
さ
ん
質

問
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

◆
６
月
14
日
（
土
）

　
Ｎ
Ｇ
Ｏ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加

　
福
岡
市
で
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
「
国
際
社
会
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の

役
割
」
に
、
理
事
長
の
寺
嶋
が
パ
ネ

リ
ス
ト
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
基

調
講
演
に
続
き
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

医
療
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
含
む

4
団
体
の
ス
タ
ッ
フ
が
活
動
報
告

や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

行
い
ま
し
た
。
会
場
で
は
1
週
間
、

活
動
写
真
パ
ネ
ル
の
展
示
も
行
わ

れ
、
た
く
さ
ん
の
人
に
足
を
運
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
６
月
17
日
（
火
）
事
務
所
を
引
越

　
長
ら
く
お
世
話
に
な
っ
た
水
巻

町
か
ら
古
賀
市
へ
と
事
務
所
の
引

越
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
運
送
屋
さ

ん
の
手
際
の
よ
さ
と
腕
っ
ぷ
し
の

強
さ
に
ビ
ッ
ク
リ
。
移
転
後
、
多
く

の
方
か
ら
イ
ス
、
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ

な
ど
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

◆
6
月
29
日
（
日
）

　
広
島
に
て
甲
状
腺
ガ
ン
検
診
の
打
合
せ

　
広
島
市
に
て
、
医
療
専
門
家
を
交

え
て
検
診
の
打
合
せ
を
行
い
ま
し

た
。
打
合
せ
の
テ
ー
マ
は
、
今
年
の

ベ
ラ
ル
ー
シ
訪
問
や
今
後
の
協
力

体
制
や
支
援
の
内
容
な
ど
に
つ
い

て
。
善
意
で
共
に
支
え
て
下
さ
る
日

本
の
専
門
家
や
会
員
の
皆
さ
ん
と

と
も
に
、
今
後
も
さ
ら
に
積
極
的
に

活
動
を
展
開
し
て
い
き
た
い
で

す
！

◆
７
月
７
日
（
月
）
の
ぞ
み
21
会
議

　
福
岡
市
に
て
工
房
「
の
ぞ
み
21
」

の
商
品
開
発
や
仕
入
方
法
な
ど
に

つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
ウ
ェ
ブ

シ
ョ
ッ
プ
で
「
の
ぞ
み
21
」
雑
貨

を
扱
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
会
員

さ
ん
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
デ

ザ
イ
ン
な
ど
に
つ
い
て
色
々
な
ア

ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会

議
で
出
た
ア
イ
デ
ア
を
「
の
ぞ
み

21
」
へ
伝
え
、
今
後
も
工
房
を
存
続

で
き
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

◆
７
月
19
日
（
土
）
〜
21
日
（
月
祝
）

　
福
津
市
宮
地
嶽
神
社
で
の
ロ
ッ

ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
「
ミ
ヤ
ジ
ッ

ク
」
フ
リ
マ
コ
ー
ナ
ー
に
出
店

　
野
外
だ
っ
た
た
め
、
自
前
の
テ
ン

ト
を
張
る
と
こ
ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
、
非
常
に
暑
い
中
、
何
と
か
３
日

間
の
り
き
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

非
常
に
暑
い
中
、
活
動
に
つ
い
て
耳

を
傾
け
て
、
カ
ン
パ
を
し
て
く
だ
さ

る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

◆
７
月
22
日
（
火
）

　
北
九
州
市
立
大
学
で
講
演

　
昨
年
に
続
き
講
演
の
機
会
を
い
た

だ
き
、
理
事
の
山
口
が
活
動
報
告
を

行
い
ま
し
た
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
に

興
味
を
持
ち
、
講
義
の
後
で
質
問
に

来
ら
れ
る
学
生
さ
ん
も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。
こ
う
し
て
若
い
世
代
の

方
に
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
を
伝
え
て
い

く
こ
と
も
非
常
に
大
切
だ
と
改
め
て

感
じ
ま
し
た
。

◆
７
月
27
日
（
日
）

　
ベ
ラ
ル
ー
シ
刺
し
ゅ
う
カ
フ
ェ

　
福
岡
市
に
て
、「
の
ぞ
み
21
」
の

手
作
り
雑
貨
で
お
な
じ
み
の
ク
ロ
ス

ス
テ
ッ
チ
を
や
っ
て
み
よ
う
！
と
い

う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
。
簡
単

そ
う
に
見
え
、
実
際
に
や
っ
て
み
る

と
意
外
に
大
変
。
今
回
は
刺
し
や
す

い
マ
ス
目
の
あ
る
ク
ロ
ス
ス
テ
ッ
チ

用
生
地
を
使
用
し
ま
し
た
が
、「
の

ぞ
み
21
」
の
雑
貨
は
普
通
の
リ
ネ
ン

生
地
に
、
細
か
い
布
目
を
数
え
て
丁

寧
に
刺
さ
れ
て
い
ま
す
。
改
め
て

「
す
ご
い
」
と
感
心
し
つ
つ
、
刺
し
ゅ

う
と
コ
ー
ヒ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

パ
ネ
ル
展
示
の
様
子

民
族
衣
装
を
着
た
中
学
生
た
ち

事
務
局
日
誌
よ
り

主
な
活
動
報
告

水
巻
の
旧
事
務
所
の
様
子

商
品
開
発
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中

チ
ャ
リ
テ
ィ
フ
リ
マ
中
で
す
〜

男
性
参
加
者
に
も
好
評
で
し
た

〈
以
前
、
東
京
の
窓
口
と
し
て
、
い
く
つ
か
の

イ
ベ
ン
ト
に
協
力
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ま

ず
は
そ
の
思
い
出
か
ら
〉

　
最
初
に
活
動
に
か
か
わ
っ
た
の
は
93
年
の

秋
に
少
年
少
女
舞
踊
団「
パ
レ
ス
カ
ヤ
・
ゾ
ー

ラ
チ
カ
」
が
来
日
し
た
時
で
す
。
子
ど
も
た

ち
が
九
州
か
ら
東
京
に
戻
っ
た
時
に
「
と
し

ま
え
ん
」
に
連
れ
て
行
き
ま
し
た
。
知
り
合

い
の
方
の
好
意
で
全
員
分
の
入
場
券
を
手
配

し
て
く
れ
た
の
で
す
。
こ
の
時
の
子
ど
も
た

ち
の
素
敵
な
笑
顔
と
、
年
齢
の
割
り
に
身
体

が
小
さ
い
こ
と
が
と
て
も
印
象
に
残
り
ま
し

た
。

　
そ
の
２
年
後
の
95
年
、
作
文
集
『
わ
た
し

た
ち
の
涙
で
雪
だ
る
ま
が
溶
け
た
』
の
作
者

４
人
が
来
日
し
た
と
き
に
は
、
東
京
で
の
交

流
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
小
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
の
交
流
と
な
り
、
高
校
生
の
グ
ル
ー

プ
に
加
わ
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
話
題
が
宗

教
の
こ
と
に
な
る
と
日
本
の
高
校
生
は
議
論

に
加
わ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
ベ
ラ
ル
ー
シ
の
子
ど
も
た
ち
は
自

分
の
考
え
を
し
っ
か
り
持
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。

〈
仕
事
の
こ
と
な
ど
教
え
て
く
だ
さ
い
〉

　
内
閣
府
の
外
郭
団
体
で
あ
る
財
団
法
人
青

少
年
国
際
交
流
推
進
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
し
て

い
ま
す
。
国
際
交
流
の
仕
事
で
す
が
、
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
と
の
直
接
の
関
係
は
あ
り
ま
せ

ん
。
た
だ
、
作
文
集
の
作
者
と
の
交
流
会
の

後
で
初
代
駐
日
ベ
ラ
ル
ー
シ
大
使
の
サ
エ
ン

コ
フ
さ
ん
と
知
り
合
い
、
そ
の
こ
と
が
の
ち

に
役
に
立
ち
ま
し
た
。

　
あ
る
時
、
総
務
庁
と
の
共
催
で
皇
太
子
殿

下
ご
夫
妻
が
出
席
さ
れ
る
パ
ー
テ
ィ
ー
が
あ

り
各
国
大
使
が
招
待
さ
れ
た
の
で
す
が
、
着

任
さ
れ
た
ば
か
り
の
サ
エ
ン
コ
フ
大
使
は
要

領
が
よ
く
わ
か
ら
ず
困
っ
て
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
姿
を
受
付
に
い
た
私
が
見
か
け
て
、
無

事
に
会
場
に
案
内
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

〈
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
医
療
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
ま
す
か
〉

　
長
年
見
て
感
じ
る
こ
と
は
相
手
が
必
要
と

し
て
い
る
物
や
事
を
最
優
先
に
し
、
ス
タ

デ
ィ
ツ
ア
ー
を
組
み
な
が
ら
支
援
物
資
を
現

地
に
直
接
届
け
た
り
、
ま
た
相
手
に
は
気
が

つ
か
な
い
所
を
、
こ
ち
ら
で
こ
う
し
た
方
が

良
い
の
で
は
と
色
々
試
行
錯
誤
を
し
な
が
ら

活
動
を
進
め
る
こ
と
に
感
心
し
て
い
ま
す
。

日
本
か
ら
志
を
同
じ
く
す
る
医
師
に
同
行
し

て
も
ら
い
現
地
の
医
師
の
技
術
指
導
を
し
て

も
ら
っ
た
り
、「
雪
だ
る
ま
号
」
を
寄
贈
し
て

移
動
検
診
を
行
っ
た
り
、
民
間
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
で
こ
こ
ま
で
す
る
の
は
本
当
に

凄
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

〈
団
体
名
か
ら
「
九
州
」
が
取
れ
て
も
、
ど
う

し
て
も
活
動
の
中
心
は
九
州
に
偏
っ
て
い
ま

す
。
今
後
、
東
京
で
の
活
動
は
で
き
ま
す
か
〉

　
以
前
の
よ
う
に
東
京
で
の
企
画
が
あ
れ
ば

参
加
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。
日
本
医
科
大

の
関
係
者
や
東
京
周
辺
の
支
援
者
と
の
連
絡

が
取
れ
れ
ば
、
何
か
の
会
合
を
開
く
こ
と
も

可
能
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
ち
ら
で
は
医
療
支

援
の
内
容
に
つ
い
て
は
通
信
を
見
る
だ
け
な

の
で
、
日
本
医
科
大
の
先
生
の
話
を
聞
く
機

会
を
作
っ
て
も
ら
え
た
ら
も
っ
と
よ
く
知
る

こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。 （
談
）

会員さん
紹介コーナー

このコーナーでは、チェルノ
ブイリを支えて下さっている
会員の皆さまより、医療支援
活動への思いや現地への
メッセージをお聞かせいた
だきます。　　　取材／河上

Vol.2

大渕 清子さん
＜東京都板橋区＞

私も応援しています！
子
ど
も
の
受
け
入
れ
サ
ポ
ー
ト
が
き
っ
か
け

試
行
錯
誤
の
活
動
に
感
心
し
て
い
ま
す

本日の会員さん

昨
年
の
講
義
の
様
子

日
々
の
活
動
の
様
子
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
事
務
局
ス
タ
ッ
フ
ブ
ロ
グ
」
で
も
紹
介
し
て

い
ま
す
。h

ttp
://w

w
w
.ch
er9
.to
/

広
島
の
専
門
家
の
皆
さ
ん

95年、作文集作者との交流会（東京都）
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◆
５
月
21
日
（
水
）

　
北
九
州
市
立
石
峯
中
学
校
で
講
演

　
総
合
学
習
時
間
に
同
校
1
年
生

の
皆
さ
ん
を
対
象
に
お
話
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
（
詳
し
く
は

６
ペ
ー
ジ
を
ご
ら
ん
下
さ
い
）。
終

了
後
の
質
疑
で
は
「
チ
ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
は
今
も
放
射
能
を
出
し
て
い

る
の
か
」「
ガ
ン
の
手
術
を
受
け
た

子
の
傷
跡
は
消
え
な
い
の
か
」

「
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
に
行
く
時
恐
く

な
か
っ
た
か
」
な
ど
た
く
さ
ん
質

問
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

◆
６
月
14
日
（
土
）

　
Ｎ
Ｇ
Ｏ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加

　
福
岡
市
で
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
「
国
際
社
会
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の

役
割
」
に
、
理
事
長
の
寺
嶋
が
パ
ネ

リ
ス
ト
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
基

調
講
演
に
続
き
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

医
療
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
含
む

4
団
体
の
ス
タ
ッ
フ
が
活
動
報
告

や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

行
い
ま
し
た
。
会
場
で
は
1
週
間
、

活
動
写
真
パ
ネ
ル
の
展
示
も
行
わ

れ
、
た
く
さ
ん
の
人
に
足
を
運
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
６
月
17
日
（
火
）
事
務
所
を
引
越

　
長
ら
く
お
世
話
に
な
っ
た
水
巻

町
か
ら
古
賀
市
へ
と
事
務
所
の
引

越
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
運
送
屋
さ

ん
の
手
際
の
よ
さ
と
腕
っ
ぷ
し
の

強
さ
に
ビ
ッ
ク
リ
。
移
転
後
、
多
く

の
方
か
ら
イ
ス
、
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ

な
ど
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

◆
6
月
29
日
（
日
）

　
広
島
に
て
甲
状
腺
ガ
ン
検
診
の
打
合
せ

　
広
島
市
に
て
、
医
療
専
門
家
を
交

え
て
検
診
の
打
合
せ
を
行
い
ま
し

た
。
打
合
せ
の
テ
ー
マ
は
、
今
年
の

ベ
ラ
ル
ー
シ
訪
問
や
今
後
の
協
力

体
制
や
支
援
の
内
容
な
ど
に
つ
い

て
。
善
意
で
共
に
支
え
て
下
さ
る
日

本
の
専
門
家
や
会
員
の
皆
さ
ん
と

と
も
に
、
今
後
も
さ
ら
に
積
極
的
に

活
動
を
展
開
し
て
い
き
た
い
で

す
！

◆
７
月
７
日
（
月
）
の
ぞ
み
21
会
議

　
福
岡
市
に
て
工
房
「
の
ぞ
み
21
」

の
商
品
開
発
や
仕
入
方
法
な
ど
に

つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
ウ
ェ
ブ

シ
ョ
ッ
プ
で
「
の
ぞ
み
21
」
雑
貨

を
扱
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
会
員

さ
ん
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
デ

ザ
イ
ン
な
ど
に
つ
い
て
色
々
な
ア

ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会

議
で
出
た
ア
イ
デ
ア
を
「
の
ぞ
み

21
」
へ
伝
え
、
今
後
も
工
房
を
存
続

で
き
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

◆
７
月
19
日
（
土
）
〜
21
日
（
月
祝
）

　
福
津
市
宮
地
嶽
神
社
で
の
ロ
ッ

ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
「
ミ
ヤ
ジ
ッ

ク
」
フ
リ
マ
コ
ー
ナ
ー
に
出
店

　
野
外
だ
っ
た
た
め
、
自
前
の
テ
ン

ト
を
張
る
と
こ
ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
、
非
常
に
暑
い
中
、
何
と
か
３
日

間
の
り
き
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

非
常
に
暑
い
中
、
活
動
に
つ
い
て
耳

を
傾
け
て
、
カ
ン
パ
を
し
て
く
だ
さ

る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

◆
７
月
22
日
（
火
）

　
北
九
州
市
立
大
学
で
講
演

　
昨
年
に
続
き
講
演
の
機
会
を
い
た

だ
き
、
理
事
の
山
口
が
活
動
報
告
を

行
い
ま
し
た
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
に

興
味
を
持
ち
、
講
義
の
後
で
質
問
に

来
ら
れ
る
学
生
さ
ん
も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。
こ
う
し
て
若
い
世
代
の

方
に
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
を
伝
え
て
い

く
こ
と
も
非
常
に
大
切
だ
と
改
め
て

感
じ
ま
し
た
。

◆
７
月
27
日
（
日
）

　
ベ
ラ
ル
ー
シ
刺
し
ゅ
う
カ
フ
ェ

　
福
岡
市
に
て
、「
の
ぞ
み
21
」
の

手
作
り
雑
貨
で
お
な
じ
み
の
ク
ロ
ス

ス
テ
ッ
チ
を
や
っ
て
み
よ
う
！
と
い

う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
。
簡
単

そ
う
に
見
え
、
実
際
に
や
っ
て
み
る

と
意
外
に
大
変
。
今
回
は
刺
し
や
す

い
マ
ス
目
の
あ
る
ク
ロ
ス
ス
テ
ッ
チ

用
生
地
を
使
用
し
ま
し
た
が
、「
の

ぞ
み
21
」
の
雑
貨
は
普
通
の
リ
ネ
ン

生
地
に
、
細
か
い
布
目
を
数
え
て
丁

寧
に
刺
さ
れ
て
い
ま
す
。
改
め
て

「
す
ご
い
」
と
感
心
し
つ
つ
、
刺
し
ゅ

う
と
コ
ー
ヒ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

パ
ネ
ル
展
示
の
様
子

民
族
衣
装
を
着
た
中
学
生
た
ち

事
務
局
日
誌
よ
り

主
な
活
動
報
告

水
巻
の
旧
事
務
所
の
様
子

商
品
開
発
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中

チ
ャ
リ
テ
ィ
フ
リ
マ
中
で
す
〜

男
性
参
加
者
に
も
好
評
で
し
た

〈
以
前
、
東
京
の
窓
口
と
し
て
、
い
く
つ
か
の

イ
ベ
ン
ト
に
協
力
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ま

ず
は
そ
の
思
い
出
か
ら
〉

　
最
初
に
活
動
に
か
か
わ
っ
た
の
は
93
年
の

秋
に
少
年
少
女
舞
踊
団「
パ
レ
ス
カ
ヤ
・
ゾ
ー

ラ
チ
カ
」
が
来
日
し
た
時
で
す
。
子
ど
も
た

ち
が
九
州
か
ら
東
京
に
戻
っ
た
時
に
「
と
し

ま
え
ん
」
に
連
れ
て
行
き
ま
し
た
。
知
り
合

い
の
方
の
好
意
で
全
員
分
の
入
場
券
を
手
配

し
て
く
れ
た
の
で
す
。
こ
の
時
の
子
ど
も
た

ち
の
素
敵
な
笑
顔
と
、
年
齢
の
割
り
に
身
体

が
小
さ
い
こ
と
が
と
て
も
印
象
に
残
り
ま
し

た
。

　
そ
の
２
年
後
の
95
年
、
作
文
集
『
わ
た
し

た
ち
の
涙
で
雪
だ
る
ま
が
溶
け
た
』
の
作
者

４
人
が
来
日
し
た
と
き
に
は
、
東
京
で
の
交

流
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
小
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
の
交
流
と
な
り
、
高
校
生
の
グ
ル
ー

プ
に
加
わ
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
話
題
が
宗

教
の
こ
と
に
な
る
と
日
本
の
高
校
生
は
議
論

に
加
わ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
ベ
ラ
ル
ー
シ
の
子
ど
も
た
ち
は
自

分
の
考
え
を
し
っ
か
り
持
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。

〈
仕
事
の
こ
と
な
ど
教
え
て
く
だ
さ
い
〉

　
内
閣
府
の
外
郭
団
体
で
あ
る
財
団
法
人
青

少
年
国
際
交
流
推
進
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
し
て

い
ま
す
。
国
際
交
流
の
仕
事
で
す
が
、
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
と
の
直
接
の
関
係
は
あ
り
ま
せ

ん
。
た
だ
、
作
文
集
の
作
者
と
の
交
流
会
の

後
で
初
代
駐
日
ベ
ラ
ル
ー
シ
大
使
の
サ
エ
ン

コ
フ
さ
ん
と
知
り
合
い
、
そ
の
こ
と
が
の
ち

に
役
に
立
ち
ま
し
た
。

　
あ
る
時
、
総
務
庁
と
の
共
催
で
皇
太
子
殿

下
ご
夫
妻
が
出
席
さ
れ
る
パ
ー
テ
ィ
ー
が
あ

り
各
国
大
使
が
招
待
さ
れ
た
の
で
す
が
、
着

任
さ
れ
た
ば
か
り
の
サ
エ
ン
コ
フ
大
使
は
要

領
が
よ
く
わ
か
ら
ず
困
っ
て
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
姿
を
受
付
に
い
た
私
が
見
か
け
て
、
無

事
に
会
場
に
案
内
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

〈
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
医
療
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
ま
す
か
〉

　
長
年
見
て
感
じ
る
こ
と
は
相
手
が
必
要
と

し
て
い
る
物
や
事
を
最
優
先
に
し
、
ス
タ

デ
ィ
ツ
ア
ー
を
組
み
な
が
ら
支
援
物
資
を
現

地
に
直
接
届
け
た
り
、
ま
た
相
手
に
は
気
が

つ
か
な
い
所
を
、
こ
ち
ら
で
こ
う
し
た
方
が

良
い
の
で
は
と
色
々
試
行
錯
誤
を
し
な
が
ら

活
動
を
進
め
る
こ
と
に
感
心
し
て
い
ま
す
。

日
本
か
ら
志
を
同
じ
く
す
る
医
師
に
同
行
し

て
も
ら
い
現
地
の
医
師
の
技
術
指
導
を
し
て

も
ら
っ
た
り
、「
雪
だ
る
ま
号
」
を
寄
贈
し
て

移
動
検
診
を
行
っ
た
り
、
民
間
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
で
こ
こ
ま
で
す
る
の
は
本
当
に

凄
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

〈
団
体
名
か
ら
「
九
州
」
が
取
れ
て
も
、
ど
う

し
て
も
活
動
の
中
心
は
九
州
に
偏
っ
て
い
ま

す
。
今
後
、
東
京
で
の
活
動
は
で
き
ま
す
か
〉

　
以
前
の
よ
う
に
東
京
で
の
企
画
が
あ
れ
ば

参
加
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。
日
本
医
科
大

の
関
係
者
や
東
京
周
辺
の
支
援
者
と
の
連
絡

が
取
れ
れ
ば
、
何
か
の
会
合
を
開
く
こ
と
も

可
能
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
ち
ら
で
は
医
療
支

援
の
内
容
に
つ
い
て
は
通
信
を
見
る
だ
け
な

の
で
、
日
本
医
科
大
の
先
生
の
話
を
聞
く
機

会
を
作
っ
て
も
ら
え
た
ら
も
っ
と
よ
く
知
る

こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。 （
談
）

会員さん
紹介コーナー

このコーナーでは、チェルノ
ブイリを支えて下さっている
会員の皆さまより、医療支援
活動への思いや現地への
メッセージをお聞かせいた
だきます。　　　取材／河上

Vol.2

大渕 清子さん
＜東京都板橋区＞

私も応援しています！
子
ど
も
の
受
け
入
れ
サ
ポ
ー
ト
が
き
っ
か
け

試
行
錯
誤
の
活
動
に
感
心
し
て
い
ま
す

本日の会員さん

昨
年
の
講
義
の
様
子

日
々
の
活
動
の
様
子
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
事
務
局
ス
タ
ッ
フ
ブ
ロ
グ
」
で
も
紹
介
し
て

い
ま
す
。h
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w
w
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/
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た
く
さ
ん
の
募
金
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
募
金
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
敬
称
略
、順
不
同
）

皆
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
一
部
抜
粋
）

2008年9月13日

74No.

秋の検診団派遣のためのご支援のお願い

教育の現場で伝えるチェルノブイリ
～北九州市立石峯中での授業報告～

連載第3回：
ベラルーシ、ミンスクのＮＧＯ「コンフィデンス」

理事長交代のごあいさつ

「のぞみ21」　ステパンさん訃報

新事務所ごあんない

事務局日誌より　主な活動報告

会員さん紹介コーナー

募金者のお名前とメッセージ

●
事
務
所
が
近
く
に
な
っ
て
嬉
し
い
で
す
。暑
く
な
り
ま
す
。皆
さ

ま
、
お
気
を
つ
け
て
。●
い
つ
も
通
信
を
送
っ
て
下
さ
り
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。●
こ
れ
か
ら
も
支
援
を
少
し
で
す
が
続
け
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
ま
す
。●
新
住
所
で
の
御
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま

す
。●
わ
ず
か
な
が
ら
祈
り
と
共
に
。●
み
な
さ
ん
の
お
役
に
少
し

で
も
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。●
さ
さ
や
か
な
幸
せ
が
続
く
こ
と

を
願
い
つ
つ
…
●
の
ぞ
み
21
が
継
続
で
き
る
よ
う
に
と
願
っ
て
い

ま
す
。●
い
つ
も
気
持
ち
だ
け
で
す
が
、
活
動
応
援
し
て
い
ま
す
！

●
健
康
を
、
美
し
く
安
全
な
地
球
を
と
り
も
ど
そ
う
!!
●
小
さ
く

と
も
希
望
の
光
と
な
り
ま
す
よ
う
に
！
●
細
々
と
応
援
し
て
い
ま

す
！
●
同
じ
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む
な
ら
、
協
力
出
来
る
方
を
と
思
い
。

●
核
の
被
害
は
終
わ
り
が
な
く
、
心
に
も
体
に
も
深
い
傷
を
残
し

ま
す
ね
。●
幸
せ
す
ぎ
る
日
本
。で
も
心
は
ど
ち
ら
が
豊
か
な
の
だ

ろ
う
と
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。頑
張
っ
て
下
さ
い
ね
。●
わ
ず
か
ば

か
り
で
す
が
、
少
し
で
も
お
役
に
立
て
る
と
う
れ
し
い
で
す
。●
核

の
な
い
平
和
な
世
界
が
訪
れ
ま
す
よ
う
に
！
頑
張
っ
て
下
さ
い
。●

可
愛
い
マ
ト
リ
ョ
ー
シ
カ
、
大
事
に
し
ま
す
！
●
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

の
方
々
の
健
康
と
心
お
だ
や
か
に
暮
ら
せ
る
日
が
く
る
事
を
祈
っ

て
ま
す
。●
こ
れ
以
上
、
地
球
と
そ
こ
に
住
む
生
き
物
を
傷
付
け
な

い
た
め
に
、
さ
さ
や
か
で
す
が
協
力
さ
せ
て
下
さ
い
。●
子
供
達
の

明
る
い
未
来
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。●
22
年
前
、私
は
19
歳
で
し
た
。

今
、
2
児
の
母
で
す
。苦
し
ん
で
い
る
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
子
ど
も

達
を
想
う
と
涙
が
あ
ふ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

編
集
後
記
　
職
場
や
自
宅
も
離
れ
た
二
人
が
編
集
担
当
で
、
な
か
な

か
打
合
せ
も
ま
ま
な
ら
な
い
中
、
メ
ー
ル
の
活
用
で
何
と
か
無
事
発
行

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
編
集
担
当
だ
っ
た
矢
野
さ
ん
の
苦
労
の一部
が

分
か
り
ま
し
た
。
今
年
の
検
診
も
少
な
い
資
金
か
ら
の
派
遣
で
す
。一

層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
Ｍ
．Ｋ
）

子どもたちの笑顔を未来につなぐために…（2006年  首都ミンスクでの国際会議にて）

特集：点から線、線から面へ…  広がる専門家交流と活かされる支援
　　　ビテフスク州立内分泌診療所　タチアナ医師に聞く

　チェルノブイリ医療支援ネットワークは、チェルノブイリ原発事故で被災した人々のために、

現地から求められる医療支援を行います。

　この活動を通して、日本とベラルーシの人々の心と心のつながりを深めます。

合
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円

活
動
支
援
金
　
３
４
６
件
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１
５
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円

の
ぞ
み
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カ
ン
パ
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件
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円

雪
だ
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ま
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カ
ン
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件
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福岡県古賀市駅東2-6-26　パステル館203号
TEL・FAX　092-944-3841

荒
木
潔
枝  

三
根
麻
理
子  
有
末
あ
け
み  

沖
・
前
田
・
中
西
・
渡

辺  

佐
竹
早
苗  

斉
藤
美
代
子  

長
棟
か
お
る  

大
城
り
か  

室
屋

芳
乃  

岡
本
順
子  

橋
本
直
子  
松
尾
満
子  

江
野
幸
子  

立
石
肇  

引
田
良
子  

淀
川
良
子  

金
山
涼
子  

大
久
保
仲
子  

武
田
孝
子  

岸
川
美
好  

中
村
照
子  

森
川
キ
ミ
エ  

宇
都
宮
裕
子  

隅
田
三
和  

大
山
静
香  

立
石
千
絵  

田
中
宮
二
子  
金
只
律
子  

西
井
え
り
な  

土
持
秀
男
・
由
利
子
・
朱
加  

川
口
房
子  
川
原
登
喜
の  

松
本
美

佐
子  

深
堀
ミ
チ
子  

坂
中
浩
子  

太
田
昌
子  

村
上
和
代  

水
落

靖
子  

平
田
美
恵
子  

古
賀
え
み
子  

森
澤
恵
子  

め
ぐ
み
保
育
園

職
員
一同  

古
賀
輝
洋  

北
野
溥  

上
野
三
佳
子  
神
田
有
希
子  

山

中
陽
子  

大
中
百
合  

川
久
保
美
和
子  

相
川
靖  
大
崎
知
恵  

大

谷
正
穂  

大
場
満  

河
上
雅
夫  

工
藤
メ
グ
ミ  

後
藤
順
子  

佐
藤
進

一  

サ
ト
ウ
矯
正
歯
科
ク
リ
ニッ
ク  

庄
籠
道
子  

竹
田
恵
子  
中
村
洋

子  

永
野
隆
文  

野
村
啓
子  

樋
水
昭
宏
・
カ
ツ
子  

宮
崎
宏
之  

山

口
郁
代  

礒
道
綾
子  

梅
野
千
枝
子  

清
原
美
津
子  

佐
藤
久
美  

財
津
悠
子  

塩
田
伸
子  

白
浜
千
恵
子  

平
笙
子  

坪
山
美
由
紀  

鳥
原
良
子  

永
江
之
子  

野
中
孝
子  

平
島
憬
子  

廣
松
初
美  
日

置
美
穂
子  

松
尾
智
恵
子  

水
本
敬
子  

山
田
美
佐
子  

大
渕
恵
津

子  

緒
方
晶
子  

落
石
久
子  

古
賀
千
種  

定
村
洋
子  

永
井
雄
作  

納
富
育
代  

村
西
美
由
紀  

森
悠
子  

案
浦
小
百
合  

祝
喜
代
子  

里
見
照
子  

中
村
幸
枝  

松
本
素
子  

三
野
桂
子  

村
田
聡
子  

善

光
寺
・
青
木
敬
子  

佐
藤
照
子  

荒
牧
裕
見
子  

冨
永
峰
子  

保
元

内
科
ク
リ
ニッ
ク
理
事
長 

保
元
徳
宏  

平
原
久
子  

黒
岩
英
子    

覚

正
寺  

上
村
匠
子  

チ
ェル
ノ
ブ
イ
リ
支
援
串
木
野
の
会
・
藤
田
は
つ

ほ  

和
田
豊
美  

稲
田
照
子  

永
野
沙
智
子  

渡
辺
幸
之
新  

吉
田

久
美
子  

金
竹
明
美  

延
壽
富
美  

林
裕
之  

橋
本
照
子  

鶴
田
光

子    

渡
辺
広
子  

桜
井
美
喜
子  

前
田
祐
子  

前
田
靖
子  

井
本
豊

子  

伊
藤
ま
ゆ
み  

冨
永
和
子  

前
田
育
子  

石
本
祥
二
郎  

青
島
顕  

楠
凡
之  

福
井
初
子  

佐
藤
一江  

加
茂
康
子  

永
田
篤
子  

倉
橋
道

子    

高
山
幸
子  

榎
本
み
つ
枝  

松
尾
博
文  

坪
川
裕
子  

江
藤
俊
一  

明
道
守
弘  

丸
山
小
よ
り  

た
か
は
し
小
児
科
医
院  

紙
森
優
子  

永
尾
ゆ
か
り  

珍
部
千
鳥  

赤
木
沙
荏
子  

立
木
敏
枝  

堀
晶
子  

中
原
範
子  

青
木
裕
司  

岡
野
祐
子  

亀
川
早
苗  

内
野
希
和
美  

岩
口
香
織  

丹
羽
道
代  

松
下
裕
子  

キ
ー
プ
自
然
学
校  

福
間
由

紀
子  

種
和
子  

後
藤
宇
企
子  

高
山
知
佐
子  

藤
本
孝
子  

新
田

靖
子  

大
庭
由
美
子  

田
代
純
子  

田
中
京
子  

大
町
友
穐  

安
平

純  

吉
田
千
佳
子  

富
永
隆
史  

山
下
君
子  

古
賀
芳
子  

山
本
亮

輔  

友
景
忍  

片
岡
八
重
子  

有
川
恭
子  

清
水
悦
子  

楢
崎
悦
子  

蘇
木
淳
子  

川
尻
愛
子  

江
口
都
世
子  

山
本
敬
子  

佐
方
肇
子  

松
井
晴
美  

坂
口
馨
子  

高
木
ま
り  

坂
本
ヒ
ロ
子  

L
I
F
E
＆

A
R
T 

青
空
・
東
海
林
由
紀  

小
田
美
香  

安
田
由
紀
子  

松
本

美
智
代  

大
麻
卓
子    

礒
本
真
澄  

関
根
敏
子  

荒
武
治
美  

福
壽

淑
子  

中
川
暁
夫  A

leksandrove Polina  

山
岸
実  

長
岡
幸
子  

伊
東
弘
美  

笹
田
伸
恵  

足
立
く
に
こ  

山
田
聖  

久
野
直
子  

有
馬

智
子  

藤
立
悦
子  

津
田
知
枝  

西
上
光
子  

石
野
恵
子  

阿
佐
部

映  

尾
本
由
紀  

武
良
恵
実  

川
上
彰
子  

小
草
悦
子  

松
浦
公
子  

大
庭
き
み
子  

片
岡
み
か  

沖
田
千
鶴
子  

加
賀
君
子  

中
西
裕
子  

藤
本
由
美  

篠
原
美
希
枝  

金
谷
照
美  

中
村
重
美  

笹
井
優
子  

石
田
仁
美  

天
野
由
美
子  

中
垣
光
子  

永
冨
憲
子  

畑
え
り
子  

佐
藤
久
子  

八
木
直
美  

原
田
綾
子  

廣
橋
富
士
枝  

石
崎
正
恵  

安
永
路
子  

山
本
美
代
子  

菅
原
麻
季  

吉
岡
す
み
れ  

菅
根
愛
子  

上
村
郁
代  

浜
島
五
月  

下
畑
浩
美  

森
本
教
子  

佐
々
木
ひ
ろ
み  

前
田
和
義  

前
村
典
子  

井
手
昌
子  

吉
竹
佐
智
江  

岩
崎
郁
代  

輿
水
洋
幸  

本
園
美
智
子  

寒
竹
順
子  

藤
井
千
草  

畠
中
聡
子  

西
田
明
日
香  

内
兼
久
美
由
紀  

赤
坂
ヤ
エ
子  

遠
山
治
仁  

原
田

新
子  

宮
崎
ヒ
ロ
子  

長
瀬
清  

田
代
ト
ヨ
ミ  

服
部
祥
子  

中
村
正

子  

木
村
良
美  

緒
方
勢
子  

榎
本
房
子  

中
村
美
紀  

田
中
美
穂

子  

志
賀
玲
子  

松
田
珠
理  

佐
用
佳
代  

鬼
崎
万
理
子  

有
田
恵

美  

兼
清
な
お
み  

西
開
地
由
美  

古
賀
美
恵
子  

長
尾
知
子  

植

松
久
仁
子  　

 

松
清
子  

小
野
希
素
子  

中
森
和
恵  

宮
本
洋
子  

山
本
弘
美  

瀬
戸
素
子  

宮
地
智
寿
子  

井
本
信
子  

梶
山
の
り
子  

太
田
潤
子  

タ
イ
セ
ン  

ケ
ビ
ン
・
貴
子  

琴
尾
明
子  

荒
井
真
佐
子  

生
田
裕
子  

有
竹
悦
子  

西
川
竹
美    

小
土
井
律
子  

宮
本
千
鶴  

松
本
ミ
ク
子  

大
野
登
世
美  

杉
本
幸
康  

上
田
美
穂
子  

野
田
昭

子  

小
野
富
子  

福
田
多
加
子  

服
部
佳
子  

松
尾
晴
子  

小
石
靖

代  

緒
方
君
江  

前
田
博
子  

谷
川
永
治
郎    

井
手
尾
益
美  

遠
山

富
士
子  

是
松
洋
子  

古
賀
聡
子  

小
関
浩
子  

吉
田
陽
子  

浅
田

聖
子  

渡
辺
久
美
子  

甲
斐
誠
子  

森
崎
志
津
子  

永
田
真
由
美  

後
藤
輝
美  

唐
見
由
美  

井
上
喜
代
子  

林
茉
莉
子  

工
房
フ
ラ
ワ
ー

ズ  

山
口
み
ゆ
き  

原
田
ツ
ヨ
子  

金
子
幸
夫  

梅
根
武  

山
崎
さ
お

り  

松
岡
和
子  

林
留
美  

児
玉
佐
喜
子  

チ
ェル
ノ
ブ
イ
リ
友
の
会  

英
空
寺  

宮
西
い
づ
み  （
財
）
福
岡
Y
W
C
A    

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ

生
活
協
同
組
合
お
お
い
た  

広
河
隆
一写
真
展
事
務
局  

な
お
み
の
会

共
同
作
業
所
喫
茶
廻
音  

筑
豊
互
助
会  

チ
ェル
ノ
ブ
イ
リ
友
の
会
伏

見
台 
菊
池
順
子  

桑
山
道
子  

柳
楽
翼  

N
P
O
法
人
じ
ゃ
が
い
も

の
お
う
ち

（
2
0
0
8
年
5
月
1
日
〜
7
月
31
日
ま
で
に
募
金
を
し
て
下
さ

っ
た
方
、
な
ら
び
に
「
の
ぞ
み
21
」
雑
貨
・
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
支

援
コ
ー
ヒ
ー
・
紅
茶
の
購
入
を
通
じ
て
活
動
を
支
援
し
て
下
さ
っ

た
方
で
す
。
通
信
に
お
名
前
を
紹
介
す
る
こ
と
を
許
可
い
た
だ
い

た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
）

■「
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
通
信
」
が
置
い
て
あ
る
と
こ
ろ
（
順
不
同
）。

▽（
財
）福
岡
国
際
交
流
協
会
▽（
財
）北
九
州
国
際
交
流
協
会
▽（
特

活
）
N
G
O
福
岡
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
▽（
特
活
）
名
古
屋
N
G
O
セ
ン
タ

ー
▽（
財
）
福
岡
県
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
▽
福
岡
Y
W
C
A
▽
国
際

協
力
プ
ラ
ザ
（
東
京
都
文
京
区
）▽（
特
活
）
関
西
国
際
交
流
団
体

協
議
会
▽
福
岡
市
N
P
O
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
セ
ン
タ
ー
あ
す
み
ん

▽
国
立
長
崎
原
爆
死
没
者
追
悼
平
和
祈
念
館
▽
日
田
市
人
権
情
報

セ
ン
タ
ー
▽
北
九
州
市
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
▽

K
A
L
A
S
H
（
福
岡
県
）（
中
間
店
・
小
倉
店
）▽
キ
ー
プ
自
然

学
校
（
山
梨
県
北
杜
市
）▽
ほ
っ
と
は
う
す
（
熊
本
県
水
俣
市
）▽
あ

る
が
ま
ま
舎
（
大
分
県
玖
珠
郡
）▽
ベ
ラ
ル
ー
シ
の
台
所
（
東
京
都
港

区
）

■
以
下
N
E
W
！

▽
順
（
東
京
都
中
央
区
）▽
企
業
組
合
エコ
ネ
ッ
ト
み
な
ま
た
（
熊
本

県
水
俣
市
）▽
久
留
米
市
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー


